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専務理事
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★ 病児保育室「こぐまちゃんち」
　2018年に熊谷市の委託を受け、職員の子どもだけでなく市内在住の病児もお預かりする病児保育室となりました。2019年10月に送迎病
児保育事業も開始し、翌年に埼玉県の「病児保育送迎システムモデル事業」の施設に選ばれました。毎月の「こぐまちゃんちだより」には保育室
の様子やお知らせなどを掲載し、市内の保育園・こども園にお届けしています。病児保育の登録人数は、2022年11月現在で熊谷市内689
人、市外77人。送迎病児の登録人数は302人。利用延べ人数は、2021年度413人、2022年度は10月末時点で258人です。
　病児が感染症であれば個室で保育を、アレルギーがあれば必要に応じて管理栄養士による聞き取り、保育中の処置や検査、点滴や吸入などに
も対応しています。家庭では飲めない薬も、病児保育室なら大丈夫。「えらいね！飲めたね！」と看護師や保育士から褒められ、自信をつけて帰宅
しています。検査の前に泣いてしまう子も「お部屋に帰ってから、また遊ぼうね」との保育士の声かけで気持ちが切り替わり泣き止んでくれます。
　仕事を休めない、抜けられない保護者の方の支援に少しでもお役に立てるよう環境を整え、安心・安全な保育を目指しています。

★ 小規模多機能型居宅介護に変わったふじみ野ケアセンターでの組合員活動
　1999年に開設した訪問看護ステーションふじみ野は、訪問介護・居宅介護支援の事業を加えたのち、2008年上福岡協同診療所内に移
転しました。2012年診療所機能を大井協同診療所に1本化することが決まり、通い・訪問・泊まりを柔軟に使える小規模多機能型居宅介護
に法人で初めてチャレンジすることになりました。
　初めて聞くサービス名称に地域からは「地域密着型サービスとは？」「誰が使えるの？」などの疑問がたくさん出されました。ふじみ野市以外の
組合員が使えないことについては、ふじみ野市・川越市・富士見市などに交渉に行き、支部ごとの学習会で聞きなれない「小多機」の理解をすすめ
ていきました。上福岡協同診療所閉鎖のショックを乗り越え、支部では開設に向けた宣伝行動が広がりました。「おじゃまします訪問行動」で
は、地域へのお知らせも繰り返しました。開設後、「ボランティアまつのみ」の方が、通いの利用者の話し相手に来てくださっています。現在は、
看護小規模多機能型居宅介護へと役割を少し変え、在宅での暮らしを支え続けています。

本部事業部 統括マネージャー  増田 富美枝熊谷生協病院 総看護長  千葉 妙子

合
併
の
意
義
と
合
併
後
の
30
年

合
併
前
史
か
ら
今
日
ま
で

１
．合
併
に
至
る
背
景

　

合
併
を
指
向
し
た
歴
史
的
背
景
に
は
埼
玉
県
民

主
医
療
機
関
連
合
会（
以
下
、埼
玉
民
医
連
）に

お
け
る
大
会
決
定
が
あ
り
ま
す
。第
10
回
大
会

（
1
9
6
2
年
）で
は「
す
べ
て
の
院
所
の
医
療
生
協

化
を
す
す
め
る
」「
組
織
統
一
を
す
す
め
る
」と
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
の
も
と
、県
南
の
3
医
療
生
協
が

合
併（
1
9
7
5
年
）し
、埼
玉
民
医
連
の
医
師
を

養
成
す
る
埼
玉
協
同
病
院
の
建
設
を
担
い
ま
し

た
。第
38
回
大
会（
1
9
8
8
年
）で
は「
医
療
生
協

組
織
統
一（
合
併
）」が
提
案
さ
れ「
合
併
の
意
義
」を

確
認
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
医
療
生
協
は
、総
代
会
で
方
針
を
確
認
。

合
併
推
進
本
部
は
3
年
か
け
て
合
併
運
動
を
進
め

ま
し
た
。当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
合
併
し
て
か
ら

変
わ
る
の
で
は
な
く
、変
わ
っ
て
か
ら
合
併
し
よ

う
」「
困
難
は
克
服
し
合
い
、創
り
ま
し
ょ
う
。医
療

生
協
の
新
時
代
」「
源
流
は
、熱
き
大
河
と
な
れ
。虹

色
に
大
河
を
染
め
て
」。1
9
9
2
年
、合
併
を
実

現
し
ま
し
た
。

0304

２
．合
併
の
意
義
と
発
展
の
歴
史

〈
第
一の
意
義
〉

　
社
会
保
障
の
改
悪
に
抗
し
て
、県
内
全
て
の
自

治
体
や
地
域
で
、支
部
づ
く
り
を
促
進
し
私
た
ち

の
願
い
を
実
現
で
き
る
強
く
大
き
な
医
療
生
協
を

つ
く
る
。

　

国
の
社
会
保
障
抑
制
政
策
が
強
ま
る
中
で
、自

治
体
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
、医
療
福
祉
の
充
実
を
求
め
て
運
動
を
す
す
め
る

強
く
て
大
き
い
県
内
一つ
の
医
療
生
協
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、合
併
前
の

埼
玉
中
央
医
療
生
協
に
は
30
の
支
部
が
あ
り
、そ
れ

に
な
ら
い
全
県
で
支
部
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
組
織
の
運
営
の
水
準
を
引
き
上
げ
、活

動
を
全
県
的
に
推
進
す
る
た
め
、支
部
を
地
区
に

分
割
し
、地
区
ご
と
に
支
部
長
会
議
、保
健
委
員
長

会
議
、社
保
委
員
長
会
議
な
ど
分
野
別
の
専
門
委

員
会
を
立
ち
上
げ
全
県
統
一
の
定
例
会
議
を
軸
に

推
進
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、事
業
所
地
区
制
を
確
立
し
、事
業
と
生
協

運
動
の
統
合
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
組
合
員
と
職
員

の
協
同
を
め
ざ
す
こ
と
が
法
人
長
期
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
組
織
的
保
障
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
10
年
間
で
、保
健
大
学
5
1
1
5
人
・く

ら
し
の
学
校
1
8
3
3
人
が
卒
業
し
、延
べ
11
万
件

を
超
え
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
年
も
あ
り
ま

し
た
。出
資
金
総
額
は
、25
億
4
千
万
円
か
ら
49
億
を

超
え
、診
療
所
2
・
老
健
施
設
2
・
歯
科
診
療
所・訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
14
の
開
設
、１
診
療
所
と
3
つ

の
拠
点
病
院
の
移
転
新
築
の
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
支
部
づ
く
り
宣
言
」に
基
づ
く
支
部
毎
の

自
主
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、「
健
康
ひ
ろ
ば
」

は
、2
0
1
1
年
度
に
2
2
4
ヶ
所
、高
齢
者
を
始
め

と
し
た
様
々
な
人
の
居
場
所
と
な
る「
安
心
ル
ー
ム
」は

85
ヶ
所
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
広
報
誌「
け
ん
こ
う
と

平
和
」の
手
配
り
は
12
万
2
千
世
帯
を
超
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
、事
業
所
地
区
制
か
ら
県
の
保
健

医
療
圏
に
対
応
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
制
に
移

行
し
ま
し
た
。ま
た
、2
0
1
9
年
度
か
ら
試
行
を

始
め
た
組
合
員
活
動
推
進
員
は
、現
在
15
人
と

な
り
、地
区
理
事
と
共
に
組
合
員
・
支
部
活
動
の
広

が
り
や
担
い
手
ふ
や
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
第
二
の
意
義
〉

　

全
県
的
な
事
業
展
開
を
効
果
的
・
計
画
的
に

行
い
、組
合
員
と
職
員
の
協
同
の
カ
で
、予
防
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
の
一
貫
し
た
医
療
生
協
の
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
る
。

　

事
業
で
は
、2
0
0
0
年
の
介
護
保
険
制
度
の

ス
タ
ー
ト
に
よ
り
、介
護
事
業
所
が
17
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。2
0
0
0
年

度
の
介
護
事
業
高
は
15
億
4
千
万
円
で
し
た
が
、

2
0
2
1
年
度
に
は
55
億
6
千
万
円
と
な
り
、生
協

全
体
の
事
業
収
益
も
2
3
9
億
円
に
成
長
し
て
い

ま
す
。ま
た
、診
療
所
は
新
設
の「
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
」の
届
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

合
併
後
10
年
前
後
か
ら
、事
業
の
質
、運
営
の
水

準
を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、国
際
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
取

得
。外
部
の
審
査
機
関
に
よ
る
審
査
を
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
で
、医
療
、介
護
の
質
の
向
上
を
図
る

仕
組
み
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

1
9
9
4
年
に「
新
し
い
人
事
育
成
制
度
」を

提
案
し
、一
人
ひ
と
り
の
職
員
に
光
を
あ
て
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
し
て
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
4
年
に
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
基
本

理
念
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
」と

行
動
指
針
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、第
15
次
に

及
ぶ
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、現
地
の
生

協
と
協
力
し
て
避
難
所
支
援
に
継
続
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、貧
困
や
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
支
援
の

取
り
組
み
が
広
が
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。医
科
・

歯
科
の
事
業
所
は「
無
料
低
額
診
療
事
業
」を
開
始
。

　

事
業
所
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｈ

（H
ealth Prom

oting H
ospitals &

 H
ealth 

Services

）に
加
盟
し
、地
域
・
患
者
・
職
員
の
健

康
づ
く
り
に
、よ
り
意
識
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、政
府
の
失
政

に
よ
り
新
た
な
貧
困
が
広
が
る
中
で
、地
域
の

方
々
と
協
力
を
し
て
取
り
組
ん
だ
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
は
14
会
場
、食
材
提
供
は
5
0
0
〜
6
0
0

世
帯
1
，6
0
0
人
〜
1
，8
0
0
人
分
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

事
業
所
数
は
合
併
当
時
の
病
院
・
診
療
所
が

12
ヶ
所
か
ら
、37
事
業（
4
病
院
、8
診
療
所
、4
歯

科
、2
老
人
保
健
施
設
、1
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、18

の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
訪
問
系
介
護
事
業
）に
発
展
。

事
業
収
益
は
97
億
円
か
ら
2
3
9
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
医
科
・
歯
科
・
介

護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、出
資
金
総
額
は

65
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

〈
第
三
の
意
義
〉

　
医
療
生
協
を
に
な
う
医
師
を
中
心
と
し
た
人
材

の
確
保
と
育
成
を
す
す
め
る
。

　

初
期
臨
床
研
修
必
修
化
の
10
年
前
の
1
9
9
4

年
に
、埼
玉
協
同
病
院
は
厚
労
省
か
ら
臨
床
研
修

病
院
の
指
定
を
受
け
、2
0
0
6
年
に
後
期
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
、2
0
1
0
年
に
は
第
三
者

評
価
で
あ
る「
臨
床
研
修
評
価
」を
受
審
し
て
い

ま
す
。

　

組
合
員
も
、人
口
比
率
で
全
国
一
医
師
が
少
な
い

埼
玉
県
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
学
び
、「
私
た

ち
の
命
と
医
師
を
守
る
宣
言
」を
利
用
者
の
立
場

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
出
す
る
と
と
も
に
、

「
賢
い
病
院
の
か
か
り
方
」を
策
定
し
、組
合
員
と
し

て
の
医
師
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

医
師
養
成
で
は
、
埼
玉
協
同
病
院
で
は

2
0
1
1
年
に
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
）を
発
足
し
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、2
0
1
4
年
に
は
Ｓ
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｍ（
さ
い
た
ま

総
合
診
療
医
・
家
庭
医
セ
ン
タ
ー
）を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。こ
う
し
て
2
0
1
6
年
度
か
ら
毎
年

定
数
通
り
の
初
期
研
修
医
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

３
．未
来
に
向
け
て

　

私
た
ち
が
目
指
し
た「
合
併
の
意
義
」は
現
在
も

運
営
形
態
や
テ
ー
マ
は
変
わ
り
つ
つ
も
、脈
々
と

そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、発
展
を
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
日
的
な
課
題
も
、合
併
し
て
創
り
上
げ
て
き
た

力
を
土
台
と
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n
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2013
「
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
」の

実
現
に
向
け
て

2
0
2
5
年
に
向
け
た
10
年
構
想

常勤常務理事

林  岳人

★ ケアステーションかしの木建設運動
　「かしの木」新事業所建設は、組合員の長い間の夢でした。2015年に「10年構想」が示された時に「頑張ればできる!」という思いを強く持っ
たことを覚えています。
　その頃、支部では「脳いきいき班会」から歌声サロンができ、合唱団も誕生。サロンは市内5か所で行われるようになっており、そうした勢い
を背景に草加市の新総合事業へ参入し、「ふれあいセンター新田」を開設しました。
　こうした支部活動の積み重ねがあってか、草加で建設の土地を探していると聞いた時、「法人の方針は生きている!」と思いました。それから
は、「かしの木」の職員と共に説明会を繰り返し、学習会を開催し、ボランティアを募集するなどサポート体制づくりを進めてきました。
　建設開始後も、コロナ禍での資材不足を始めとした様々な困難が発生し、思うように工程が進みませんでした。当初の予定より1年近く遅れて
建物が完成した時には、長い間の努力が報われたようで、組合員も職員もみんなで喜び合いました。今では頑張ってきてよかったなと思っています。

草加支部 支部長  濵野 幸一★ 新総合事業 コープみらいと取り組む「コープいきいき健康ひろば」
　1994年の越谷支部発足以来、南越谷と千間台のコープみらいの施設を会場として体操教室を続けてきました。体操教室は、組合員の健康
維持と仲間づくりを活動の基本としており、支部活動の中で大事な役割を果たしてきました。
　越谷市では2017年に総合事業の実施が決まりました。越谷支部は従来から行っていた体操教室を「コープいきいき健康ひろば」として、こ
の事業に参入する事を決めました。参入にあたっては、会場提供側のコープみらいや、越谷市の担当課との打ち合わせを重ねました。慣れない
補助金の申請手続きもこなし、市主催の研修会にも参加する等の取り組みを行い、現在に至っています。
　回数を重ねる中で、地域包括支援センターとのつながりも深まり、要支援の方々の参加もあります。また、体操だけでなく健康チェックや参
加者の交流等もできる様に心がけています。
　今後も「住み慣れた地域でいつまでも元気に」を目標に、行政とのつながりを深めながら活動を続けて行きます。

越谷支部 支部長  丸山 直子

医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
20
周
年
記
念
式
典
・
大
感
謝
祭

（
1
⁄
20
）

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
制
ス
タ
ー
ト

◎
騎
西
高
校
で
の
双
葉
町
支
援
開
始

2013年（平25）1月

埼
玉
民
医
連
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
健
や
か
に
育
て
よ
う 

埼
玉
の
子
」3
0
0
人

2月

埼
玉
協
同
病
院「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」開
始

3月

行
田
協
立
診
療
所
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
増
設

4月

復
興
支
援
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
2
コ
ー
ス 

3
4
5
人

国
際
H
P
H
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）に

職
員
3
人
参
加

5月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム 

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

森
永 

卓
氏

越
谷
市
、熊
谷
市
な
ど
で
竜
巻
被
害

「
地
域
社
会
と
健
康
研
究
所（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
）」設
立

「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
健
康
フ
ェ
ス
タ
」開
催

コ
ー
プ
み
ら
い
な
ど
4
団
体
全
体
で
12
万
人 

健
康
づ
く
り
活
動
交
流
集
会 

52
演
題 

2
7
1
人

6
月
29
日 

第
32
回
通
常
総
代
会

定
款
一
部
改
訂 

役
員
選
任　

「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
H
P
H
実
践
開
始
方
針
」

「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
の『
住
ま
い
』の
事
業
に
係
る
政
策
提
言
」

6月9月

い
わ
て
生
協「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」（
大
槌
町
）参
加

8月11月

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
の「
2
0
2
5
年
に
向
け
た

10
年
構
想
」の
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
、2
0
1
3
年

秋
の
こ
と
で
す
。当
時
は
、急
速
な
高
齢
化
や
、

医
療
・
介
護
需
要
の
増
大
、労
働
力
人
口
の
減
少
と

い
っ
た
、い
わ
ゆ
る「
団
塊
の
世
代
」が
65
歳
以
上
と

な
る
2
0
1
5
年
問
題
へ
の
対
応
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
背
景
の

な
か
、国
は「
団
塊
の
世
代
」が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
5
年
を
想
定
し
、「
医
療
か
ら
介
護
へ
」

「
病
院
か
ら
施
設
へ
、施
設
か
ら
在
宅
へ
」と
い
う
大

き
な
流
れ
を
つ
く
り
、診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

引
き
下
げ
や
患
者
・
利
用
者
の
自
己
負
担
の
増
加

で
社
会
保
障
費
用
の
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
や
政
策
は
、医
療
生

協
さ
い
た
ま
に
と
っ
て
大
き
く
３
つ
の
懸
念
点
が
あ

り
ま
し
た
。１
つ
目
は
、生
活
困
難
・
社
会
的
孤
立

の
深
刻
化
で
す
。2
0
1
4
年
４
月
に
消
費
税
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、生
活
困
難
な
世

帯
が
増
加
す
る
こ
と
や
、定
年
退
職
後
の
方
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
か
っ
た
方
の
社
会
的

孤
立
が
拡
大
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。２
つ

目
は
活
動
の
停
滞
で
す
。共
働
き
世
帯
の
増
加
や
、

地
域
で
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、組
合
員
活
動
が
停
滞
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。３
つ
目
は
事
業
基
盤
の
揺
ら

ぎ
で
す
。診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
削
減
や
、患
者
・

利
用
者
の
自
己
負
担
割
合
の
増
加
に
よ
る
受
診
・

利
用
抑
制
は
、事
業
収
益
の
減
少
を
招
き
、事
業
継

続
に
必
要
な
剰
余
の
確
保
が
難
し
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
３
つ
の
懸
念
点
は
相
互
に
影

響
し
合
い
悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

総
合
的
か
つ
戦
略
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
き
な
懸
念
を
解
消
し
て
良
い
循
環

状
態
を
つ
く
っ
た
先
に
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
の

基
本
理
念「
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
」の
実
現
が
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
2
0
2
5
年
に
向
け
た
10
年
構
想

で
は
、平
和
を
守
り
続
け
る
こ
と
を
土
台
に
し
つ

つ
、①「
い
の
ち
を
守
る
・
く
ら
し
を
支
え
る
」た
く

さ
ん
の
場
や
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、②「
頼

れ
る
組
合
員
と
職
員
」が
い
つ
も
身
近
に
い
る
こ

と
、③
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
が
、医
療
生
協
の

「
未
来
を
つ
く
る
基
盤
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
３
つ

12月2
0
1
3
年

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動

・
特
定
秘
密
保
護
法
成
立

・
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
問
題

・
T
P
P
交
渉
参
加

0506

を
目
指
す
姿
に
掲
げ
、そ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を「
つ
な

ぐ
安
心
、明
日
も
い
き
い
き
」と
し
ま
し
た
。誰
か
が

つ
な
が
っ
て
く
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、み

ん
な
が
自
ら
つ
な
ぐ
、そ
し
て
力
を
あ
わ
せ
て
安
心

を
つ
く
る
、み
ん
な
の
明
日
の
い
き
い
き
の
た
め
に

と
い
う
趣
旨
で
す
。

　

そ
し
て
目
指
す
姿
と
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
に
、

５
つ
の
課
題
と
そ
れ
ぞ
れ
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

課
題
Ⅰ
は
、「
誰
も
が
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
と
社
会
を
つ
く
る
」で
す
。健
康
の
社
会

的
決
定
要
因（
S
D
H
）を
学
び
、暮
ら
し
の
問
題

を
拾
い
上
げ
る
こ
と
や
、認
知
症
対
策
、原
発
ゼ
ロ

の
社
会
づ
く
り
等
を
重
点
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
Ⅱ
は
、「
地
域
で
つ
な
ぐ
・ひ
ろ
げ
る
・
協
同

の
輪
を
つ
く
る
」で
す
。支
部
運
営
委
員
の
世
代
交

代
が
可
能
な
状
況
を
つ
く
る
こ
と
、支
部
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
、外
出
支
援
や
見
守
り
な
ど
の
助
け

合
い
、支
え
合
い
で
つ
な
が
る
こ
と
等
を
重
点
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
Ⅲ
は
、「
時
代
に
合
わ
せ
た
、医
療
生
協
さ

い
た
ま
な
ら
で
は
の
運
動
と
事
業
を
つ
く
る
」で
す
。

埼
玉
協
同
病
院
の
急
性
期
病
院
と
し
て
の
機
能
整

備
や
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、地
域
包
括
ケ
ア
に
対

応
し
た
各
事
業
所
の
医
療
・
介
護
構
想
の
策
定
等

が
重
点
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
Ⅳ
は
、「
働
く
人
を
大
事
に
す
る
、魅
力
的

な
職
場
を
つ
く
る
」で
す
。事
業
計
画
に
沿
っ
て
職

員
の
確
保
と
育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
、組
合
員
の

運
営
参
加
を
通
し
次
世
代
の
幹
部
職
員
を
育
成
す

る
こ
と
等
を
重
点
と
し
ま
し
た
。

　

課
題
Ⅴ
は
、「
強
い
事
業
基
盤
で
、の
び
の
び
と
運

動
が
成
長
す
る
組
織
を
つ
く
る
」で
す
。事
業
剰
余

に
よ
る
財
務
基
盤
の
強
化
、新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
、複
合
的
な
事
業
所
運
営
の
在
り
方
の
検
討
等

を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

10
年
構
想
は
様
々
な
場
で
論
議
を
重
ね

2
0
1
5
年
3
月
の
第
34
回
臨
時
総
代
会
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。目
指
す
姿
で
あ
る
、生
き
生
き
と
し

た
ま
ち
の
様
子
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
は
、10
年
構
想

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
継
続
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
医
療
生
協
さ
い
た
ま
が
悪
循
環
に

陥
る
こ
と
な
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、組
合
員
と
職
員
の
多
大
な
る
努
力
の
成
果
で
す
。

10
年
構
想
は
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。次
の
時

代
を
見
据
え
、残
さ
れ
た
課
題
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、「
つ
な
ぐ
安
心
、明
日
も
い
き
い
き
」の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

● 

埼
玉
県
議
会
で
国
に
向
け
た
医
学
部
新
設
を

　

 

求
め
る
意
見
書
採
択

● 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　

 

法
律
施
行

● 

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

 　

関
す
る
法
律
施
行

● 

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正

● 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
成
立

● 

障
害
者
の
権
利
条
約
批
准

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

234,177人
組合員数

61億
5,723万円

出資金



2014

非常勤常務理事
組合員活動委員長

丸山 久美子

「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」へ
の

組
合
員
の
参
加

　

2
0
2
5
年
の
超
高
齢
社
会
を
ど
の
よ
う
に
迎

え
る
か
を
描
い
た
10
年
構
想
で
は
、「
誰
も
が
、健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
社
会
を
つ
く
る
」が

目
標
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。中
期
計
画
に
お
い
て

は『
医
療
生
協
さ
い
た
ま
版
地
域
包
括
ケ
ア
＝「
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
』の
推
進
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

国
が
す
す
め
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」は
、

市
町
村
や
都
道
府
県
が
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性

に
基
づ
き
つ
く
り
あ
げ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、医
療
提
供
の
場
を「
病
院
か
ら
在
宅
へ
」と
切

り
替
え
る
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。医
療
生
協

さ
い
た
ま
で
は
、こ
の
動
き
に
対
し
、制
度
か
ら
取

り
残
さ
れ
る
人
が
い
な
い
よ
う
に
、ま
た
、さ
ら
に

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
求
め
て
い
く
た
め
に
も
、

地
域
ご
と
に「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」の

構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
春
に
、1
9
9
8
年
か
ら
続
い
て

き
た
事
業
所
地
区
制
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
制
に

変
更
し
、地
域
の
課
題
に
あ
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、退
院
後
の
在
宅
生
活
の
支
援
は
非
常

「
困
っ
た
」に
対
応
す
る

取
り
組
み

本部けんこう文化部 次長

村崎 郁子

に
重
要
な
課
題
で
す
。埼
玉
西
協
同
病
院
で
は
退
院

が
近
い
方
を
、ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

地
域
の
組
合
員
活
動
に
つ
な
げ
る
流
れ
を
つ
く
り

ま
し
た
。支
部
の
安
心
ル
ー
ム
な
ど
に
お
誘
い
す

る
、近
く
の
組
合
員
が
見
守
り
を
す
る
な
ど
、退
院

後
の
療
養
や
く
ら
し
を
組
合
員
が
支
援
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、く
ら
し
の
中
で
出
て
く
る
、ち
ょ
っ
と
し
た

「
困
っ
た
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、組
合
員
同
士
の
助
け

合
い「
く
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。2
0
2
2
年
ま
で
に
、県
内
19
の
自
治
体

に
広
が
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、感
染
予
防
に

留
意
し
て
活
動
を
続
け
、組
合
員
の
く
ら
し
に
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
「
け
ん
こ
う
と
平
和
」の
配
布
時
を
活
用
し
た
自

治
体
と
支
部
の「
見
守
り
協
定
」も
35
自
治
体
に
広

が
り
、医
療
生
協
の
特
長
で
あ
る
、事
業
と
組
合
員

の
協
力
・
協
同
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、組
合
員
参
加
型
の
地
域
の
安
心
づ
く

り
・
健
康
づ
く
り
と
、暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・
介

護
の
事
業
で
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
版
の
地
域
包

括
ケ
ア
＝「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」の
構

築
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
秋
の
地
域
別
総
代
・
支
部
代
表
者

会
議
で
は
地
域
の
中
に
あ
る
困
り
ご
と
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、暮
ら
し
の
中
で
つ
か
ん
で
い
る「
困
り
ご
と
」

「
気
に
な
る
こ
と
・
気
が
か
り
」「
願
い
」を
出
し
合
い

ま
し
た
。出
さ
れ
た
1
0
0
0
件
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
、以
下
の
13
項
目
に
分
類
し
ま
し
た
。①
ア
ク
セ
ス

②
高
齢
化
な
ど
で
お
き
る
問
題
③
認
知
症
の
方
へ

の
対
応
④
8
0
5
0
問
題
⑤
健
康
問
題
⑥
医
療

関
係
⑦
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
⑧
空
家
の

問
題
⑨
災
害
時
の
問
題
⑩
く
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
⑪

家
族
関
係
の
問
題
⑫
子
ど
も
の
不
登
校
⑬
外
国
人

に
関
わ
る
こ
と
、で
す
。

　

翌
年
春
の
同
会
議
で
は
、「
困
っ
た
」を「
安
心
」に

変
え
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て「
組
合
員

の
助
け
合
い
」「
事
業
所
と
の
協
力
」「
他
生
協
や
団

体
と
の
協
力
」「
公
的
制
度
等
に
つ
い
て
」の
４
つ
の

視
点
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、

孤
立
し
が
ち
な
男
性
向
け
の
企
画
づ
く
り
等
、様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
、職
員
・
組
合
員
の
連
携

の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
以
降
、生
活
困
窮
者
へ
の「
困
っ

た
」に
寄
り
添
う
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
が
大
き

く
広
が
り
、現
在
14
ヵ
所（
22
年
12
月
）で
行
わ
れ
、

同
時
に
医
療
・
介
護
・
生
活
相
談
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、様
々
な「
困
っ
た
」は
医
療
生
協
さ
い
た
ま

の
事
業
所
や
、本
部
地
域
福
祉
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。活
動
が

事
業
利
用
に
つ
な
が
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
「
困
っ
た
」は
生
協
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。生
活
圏
域
で
活
動
し
て
い
る

個
人
や
団
体
、企
業
、行
政
と
も
つ
な
が
り
、安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
連
携
が
大
切
で
す
。

0708

秩
父
地
方
大
雪
で
全
県
か
ら
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2月

国
際
H
P
H
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
ス
ペ
イ
ン
）に
参
加

4月

健
康
ウ
オ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ（
彩
湖
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
）

2
0
0
0
人

5月

6
月
28
日 

第
33
回
通
常
総
代
会

6月

教
育
学
習
月
間
大
学
習
会 

憲
法
学
習  

宇
都
宮 

健
児
氏

支
部
活
動
拠
点
モ
デ
ル「
ふ
れ
あ
い
戸
塚
」ス
タ
ー
ト

7月

広
島
県
豪
雨
災
害 

支
援
活
動

（
8
／
26
〜
9
／
28
計
5
回
）

8月

健
康
フ
ェ
ス
タ「
か
ら
だ
イ
キ
イ
キ
健
康
収
穫
祭
」

（
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

浦
和
民
主
診
療
所
＆
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
ら
し
ん

50
周
年
式
典

11月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
事
務
局
長  

安
井 

正
和
氏

12月
◎
お
お
み
や
診
療
所 

無
料
低
額
診
療
事
業
開
始

◎
み
ん
な
で
話
そ
う
支
部・班
の
こ
と
＆

　
10
年
構
想（
み
ん
バ
ナ
） 

全
県
7
会
場
で

 

2
0
1
4
年

・消
費
税
８
％
へ
移
行

・政
府
が
解
釈
改
憲
で
集
団
的
自
衛
権
容
認

・広
島
で
土
砂
災
害 

住
宅
流
さ
れ
74
人
死
亡

・御
嶽
山
噴
火

・衆
議
院
選
挙
で
与
党
圧
勝

★ 行田協立診療所・ケアセンターさきたまリニューアルオープン
　建設にあたり、史跡忍城の隣にあり、小学校・中学校とも隣接している条件の良さを最大限活かしたいと考えました。また、建設運動を通し
て、できるだけ地域に開かれた事業所になることを意識しました。組合員・職員が奈良や群馬など５ヶ所の施設見学に行き、ワークショップを
繰り返す中で、「道の駅のような人が集う施設になるといいね」など様々な意見が出ました。
　小中学校との関係づくりをすすめ、夏休みこども保健教室のチラシを配布して頂いたことが、健康まつりへの中学校吹奏楽部の参加、PTA
向けの介護学習会開催などにつながりました。また、自治会の総会での建設説明会をきっかけに、自治会避難訓練で看護師によるAEDの学
習会ができたりと、地域との関係づくりもすすみました。みんなの夢を形にした新施設は、地域交流スペース「オシノテラス」を始め、忍城の景観
ともマッチした洗練されたデザインで、グッドデザイン賞も受賞することが出来ました。建設前からとりくんだ地域との関係づくりをさらにすす
め、行田のまちづくりの拠点になることを期待しています。

熊谷生協病院 事務長  渡邉 史也★ 埼玉民医連60周年記念シンポジウム「健やかに育てよう埼玉の子」
　埼玉民医連は1953年に結成し、2013年に60周年を迎えました。60周年企画として、「ルーツを探れ、埼玉民医連歴史遺産～事業所の開
設を訪ねる」などとあわせて、2014年２月にシンポジウム「健やかに育てよう埼玉の子」を開催しました。
　第1部は、朝日新聞記者の中塚久美子氏を講師に「貧困のなかでおとなになる」とした基調講演を受け、第２部では「健やかに育てよう埼玉
の子」をテーマにシンポジウムを行いました。シンポジストとして、小学校栄養教諭、中学校養護教諭、埼玉県アスポート事業担当職員、かわぐ
ち若者サポートステーション所長、そして埼玉協同病院和泉小児科部長の５人に参加して頂きました。各シンポジストから、子どもたちの置か
れている状況や問題が報告されました。
　幼少期の発育環境が将来の疾病・健康障害を引き起こす重要な要因となること、安全で健全な生活環境を社会全体で創っていく必要がある
ことが確認され、医療生協さいたまが様々な団体と連携をとって子どもの問題にも深く関わっていくきっかけとなるシンポジウムとなりました。

元埼玉民連事務局長  高橋 正己
（現医療生協さいたま常勤監事）

2014年（平26）

● 

第
6
次
埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画
で

　

 

県
内
29
病
院
1
8
5
4
床
の
増
床
計
画
決
定

● 

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
成
立

● 

子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
閣
議
決
定

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

234,299人
組合員数

61億
3,939万円

出資金



2015
237,192人

組合員数

62億
2,141万円

出資金

埼玉協同病院
外来看護科Ⅱ部責主任

中島 祐子

★ 医療生協さいたま健康フェスタ
　コープみらいの呼びかけにより、2011年11月に東日本大震災復興支援を目的として医療生協さいたま、埼玉県国際交流協会、埼玉県物
産観光協会、さいたまコープの４団体がさいたまスーパーアリーナ＆けやきひろばでの同時イベントを開催し、2日間で10万人の来場がありま
した。震災復興支援のため240を超えるブースが集まり食品販売や学習展示等が行われました。「再会と交流ゾーン」では県内に避難されて
いる福島県双葉町のみなさんをご招待し、東北の特産品販売の他、郷土料理や相馬踊りなどを通じた交流の場をつくりました。
　医療生協さいたまは、健康チェックやヘアメイク、スポーツジムによるトレーニング、放射線量測定MAP展示など、これまでにない規模と
多彩な企画で出展し、運営には200名の組合員と職員があたりました。医療生協のブースには2日間で3万人の来場がありました。この4団体
合同イベントは、2011年から2020年に新型コロナ感染拡大により中止となるまでの9年間継続され、多くの県民が参加してきました。

埼玉協同病院 事務次長  小暮 里美★ ピースフォーラム2018  川崎哲さん講演
　2013年以降、医療生協さいたまでは、毎年、ピースフォーラムを開催し、平和について学び、取り組みをふりかえり、今後の活動を考える重
要な場となっています。
　ピースフォーラム2018では、核兵器禁止条約採択への貢献でノーベル平和賞を受賞した特定非営利活動法人ＩＣＡＮの、国際運営委員
の川崎哲さんに「核兵器禁止条約で世界を変える」をテーマに講演をお願いしました。講演では、核兵器禁止条約がもたらす３つの圧力につ
いて解説されました。１つ目は政治的圧力で、条約によって核兵器が「非人道的兵器」であることが国際的に確認されたこと、２つ目は経済的
圧力で、核兵器を製造する会社に投資することが避けられるようになったこと、３つ目は社会的圧力で、核兵器を保有することが「力のシンボ
ル」から「恥のシンボル」へと変わったこと、です。そして、核兵器廃絶のために私たちにできることとして、署名活動、国会議員や市町村議会へ
の働きかけが呼びかけられ、小さな活動の積み重ねの大切さを改めて実感しました。

生協歯科 まちづくりコーディネーター  小野 民外里

医
療
生
協
さ
い
た
ま
の

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
、高
齢
化
が
進
む
中

で
、誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、2
0
1
7
年
度
か
ら
法

人
基
本
方
針
に
フ
レ
イ
ル
予
防
を
位
置
づ
け
、フ
レ

イ
ル
予
防
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
取

り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、各
専
門
職
と
組
合
員
と
と

も
に
組
合
員
向
け
の
フ
レ
イ
ル
学
習
用
教
材
の
作

成
や
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
班
会
の
準
備
や
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
当
初
は
、「
フ
レ
イ
ル
」と
い
う
言
葉

が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、組
合
員
が
自
主
的

に
学
習
で
き
る
教
材
を
作
成
し
ま
し
た
。教
材
は
、

支
部
運
営
委
員
会
や
健
康
づ
く
り
委
員
長
会
議
、

地
域
で
の
学
習
会
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ど
様
々
な

所
で
活
用
さ
れ
、学
習
が
進
み
ま
し
た
。 

　

次
に
、地
域
で
フ
レ
イ
ル
予
防
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、組

合
員
・
職
員
向
け
の「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。2
0
1
8
年

1
月
〜
2
0
2
2
年
11
月
ま
で
に
県
内
各
地
で
38

保
健
教
室

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

多
世
代
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

非常勤常務理事

江田 直美

回
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
、5
1
2
名
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、養
成
さ
れ
た
サ

ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、各
地
で「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
班
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
班
会
は
、

参
加
者
が
学
習
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
フ
レ
イ
ル

予
防
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、連
続
講
座
に
し
た
り
他
団
体
と
共

催
し
た
り
な
ど
、各
地
域
で
工
夫
し
な
が
ら
開
催
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、人
と
の
交
流
や
外
出
の
機
会

が
減
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
フ
レ
イ
ル
に
な
る
高
齢

者
が
増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
、コ

ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
い
う
動
き
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

感
染
対
策
も
行
い
な
が
ら
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

保
健
教
室
の
前
身
で
あ
る
保
健
大
学
は
、医
療

生
協
さ
い
た
ま
合
併
前
の
1
9
7
9
年
７
月
に
開

催
さ
れ
た
第
1
期
保
健
大
学
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

半
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
、時
代
の
経
過
と
と

も
に
何
回
か
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
を
行
い
、

2
0
0
5
年
に
は
名
称
を「
保
健
教
室
」へ
変
更
し

ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
代
に
入
り
保
健
教
室
の
開
催
数
や

受
講
者
数
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、各

支
部
に
保
健
教
室
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、保
健
教
室
改
訂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
、今
ま
で

つ
な
が
り
の
な
か
っ
た
世
代
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

こ
と
を
視
点
に
検
討
を
行
い
、4
つ
の
世
代
別
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

①
乳
幼
児
の
父
母
・
祖
父
母
、②
小
学
校
低
学
年
の

児
童
・
保
護
者
、③
60
〜
70
歳
の
定
年
退
職
層
、④

多
世
代
、を
対
象
と
し
て
お
り
、受
講
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
講
義
の
選
択
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

が
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
で
の
開
講
を
す
す
め
て
い
る
ほ
か
、理
事

会
健
康
づ
く
り
委
員
会
主
催
で
、新
任
理
事
を
対

象
と
し
た
多
世
代
向
け「
み
ん
な
で
い
き
い
き
健
康

づ
く
り
〜
誰
で
も
健
や
か〝
百
寿
〞教
室
」の
開
講

も
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
便
・
尿
チ
ェ
ッ
ク
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。支
部
主
催
の
教
室
で
も
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
教
室
の
場
で
で
き
る
も
の
は
実
施
し
、そ
れ
以
外

は
説
明
後
に
自
宅
で
実
施
し
て
結
果
を
報
告
し
て

も
ら
う
な
ど
の
工
夫
も
う
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
受
講
後
に
、困
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け
て
交
番
に

…

」と
い
う
体
験
談
や
、「
保
健
教
室
に
は
何
回
か

参
加
し
て
い
る
が
、今
回
は
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
ま
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
へ
の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
会
の
あ
り
よ
う
が
様
々
に
変
化
し
て
も
、変
化

を
見
据
え
必
要
に
応
じ
て
大
胆
な
改
訂
も
行
い
な

が
ら
、保
健
教
室
は
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
学
び
の
場
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。

0910

2
月
28
日 

第
34
回
臨
時
総
代
会

「
2
0
2
5
年
に
向
け
た
10
年
構
想
」

2月

4
月
1
日 

埼
玉
協
同
病
院

「
埼
玉
県
が
ん
診
療
指
定
病
院
」に
指
定

4月

ふ
じ
み
野
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に

3月

6
月
27
日 

第
35
回
通
常
総
代
会

「
地
区
の
設
置
と
運
営
に
関
す
る
規
約
」及
び

「
支
部
の
設
置
及
び
支
部
運
営
委
員
会
に
関
す
る
規
約
」の

改
定
、並
び
に「
組
合
員
班
規
約
」の
廃
止
、

及
び「
組
合
員
班
規
則
」の
設
置

お
お
み
や
診
療
所
開
設
20
周
年
健
康
ま
つ
り 

5
0
0
人　

6月

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
桂
の
樹
開
設

所
沢
診
療
所 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
結
開
設

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

弁
護
士  

竪 

十
萌
子
氏

◎
無
料
低
額
診
療
事
業 

埼
玉
協
同
病
院
、

　

所
沢
診
療
所
、さ
い
わ
い
診
療
所
、熊
谷
生
協
病
院
、

　

行
田
協
立
診
療
所
、か
す
か
べ
生
協
診
療
所
、生
協
歯
科
、

　

あ
さ
か
虹
の
歯
科
、老
人
保
健
施
設
み
ぬ
ま
、

　

老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
め
で
開
始

12月2
0
1
5
年

・戦
後
70
年 

N
P
T
再
検
討
会
議

・安
全
保
障
関
連
法
が
成
立

  

集
団
的
自
衛
権
が
行
使
可
能
に

・過
激
派
組
織
I
S
が
邦
人
人
質
に

・T
P
P
交
渉
大
筋
合
意

・川
内
原
発
が
再
稼
働

・辺
野
古
移
設
、国
が
着
工

2015年（平27）

● 

介
護
保
険
法
改
正

● 

予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
予
防
・

　

 

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
移
行
開
始

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

介護付有料老人ホーム
桂の樹



2016

非常勤常務理事

岩田 祐子

新
し
い
く
ら
し
の
学
校
へ

よ
う
こ
そ

　

く
ら
し
の
学
校
は
保
健
教
室
と
双
璧
を
な
す
医

療
生
協
の
学
習
の
場
で
す
。2
0
1
7
年
ま
で
は
支

部
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
、憲
法
や
社
会
保
障
制

度
、明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
組
合
員
の
学

び
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
、開
校

回
数
が
ゼ
ロ
と
な
る
年
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

く
ら
し
の
学
校
が
組
合
員
の
日
々
の
く
ら
し
に

役
立
ち
、か
つ
楽
し
く
学
べ
る
も
の
に
し
た
い
、さ
ら

に
受
講
に
よ
っ
て
地
域
活
動
に
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
考
え
る
人
を
増
や
し
た
い
と
の
思
い
で
、リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
は
、目
的
と
意
義
を
見

直
し
て
以
下
の
３
点
に
ま
と
め
ま
し
た
。

①
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
制
度（
健
康
、医
療
・

介
護
、く
ら
し
に
関
わ
る
制
度
）と
、そ
の
も
と
に
な

る
憲
法
を
学
び
く
ら
し
に
役
立
て
ま
す
。

②
く
ら
し
の
中
に
あ
る
課
題
に
気
づ
く
力
を
養
い
、

改
善
す
る
取
り
組
み
を
知
る
機
会
と
し
ま
す
。

③
と
も
に
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
仲
間
を
増
や
し
ま
す
。

　

新
し
い
く
ら
し
の
学
校
で
は
、３
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
中
か
ら
主
催
者
が
講
座
を
選
択
し
て
、独
自

災
害
支
援

生
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

常勤常務理事

中島 あきこ

★ 埼玉西協同病院・老人保健施設さんとめ7020プロジェクト
　2021年5月１日、埼玉西協同病院は、富岡診療所開設から数えて70周年となり、老人保健施設さんとめは、同年６月１日で開設20周年と
なりました。記念の年にふさわしい企画をと考える一方、コロナ禍では多くの人が集う式典等の開催は難しい状況にありました。
　一時は延期も考えましたが、これを職員の育成の機会と考え、両事業所の若手職員を中心に、記念誌と記念動画の制作に取り組みました。
　制作のためのインタビューは、若手の職員自身がアポイントを取り、訪問を行ってきました。インタビューの中で、無医村で亡くなる寸前まで
医師にかかれず苦しむ人を救いたいとの思いをもった医師がいたこと、老人保健施設さんとめの建設にあたって、土地探しで市内を歩き回っ
たことなど、今につながる歴史を知る機会となりました。完成した動画は、視聴会を通じて全ての職員が目にすることになり「毎年視聴して、理
念や私たちが働いている職場の成り立ちを感じる機会にしたらどうか」との意見も出されました。
　作成を通じて、若手職員の学びにつながり、視聴することで、多くの職員が学ぶ機会となりました。

常勤理事・埼玉西協同病院 事務長  冨樫 勝幸★ 多世代参加型子ども食堂“桂の食卓～桂ん家”の取り組み
　地域での高齢化や子育て世代も含めたご近所づきあいの希薄化、経済格差や貧困問題は、世代の限定なく大きな社会問題となり、2016
年7月に開始したフードドライブの取り組みをきっかけにして“多世代参加型”の子ども食堂を立ち上げました。「食」を通じて、子どもから大
人・高齢者まで、誰でも参加出来る地域の交流の場・つながりの場となることを目指しています。
　孤立・弧食を防ぎ「みんなでご飯を食べよう！」というスタイルで、継続して実施したことで地域のつながりも増えました。医療生協さいたま
が関わる子ども食堂では初となる自治体と社会福祉協議会からの助成金も受け、地元の多くの企業からの支援をいただきました。テレビ局・
新聞社などのマスメディアにも多く取り上げられ、100名を超える参加で賑やかに食べる事もあります。
　コロナ禍でも活動を中断することなく、テイクアウト形式に変更し毎回200食程のお弁当を作り配布しています。

所沢診療所 まちづくりコーディネーター  清水 良浩

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
A
は
医
療・介
護
の
制
度
、子
育
て
支
援

制
度
等
、人
権・社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
の
講
座
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
B
は
憲
法
カ
フ
ェ
、認
知
症
、自
治
体

問
題
等
、医
師
・
弁
護
士
・
有
識
者
に
よ
る
講
座
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
C
は
介
護
保
険
法
、生
前
整
理
、終
活
、

ス
マ
ホ
講
座
等
、く
ら
し
に
役
立
つ
知
っ
て
安
心
の
講
座
。

　

講
義
終
了
後
は
受
講
生
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く

り
や
地
域
課
題
解
決
の
糸
口
に
気
づ
く
機
会
と
し

て
、少
人
数
で
の
グ
ル
ー
プ
交
流
の
時
間
を
持
ち
ま

す
。話
し
合
い
を
通
じ
、地
域
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
の
は
住
民
自
ら
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
が「
2
0
2
5
年
に
向
け
た

10
年
構
想
」で
目
指
し
た
の
は
、多
く
の
場
や
活
動

が
広
が
っ
て
い
る
、頼
れ
る
組
合
員
が
身
近
に
い

る
、地
域
に
根
差
し
た
事
業
が
医
療
生
協
の
未
来

を
作
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
地
域
社
会
で
す
。
10
年

構
想
の
実
現
に
向
け
て
、く
ら
し
の
学
校
も
時
代
に

合
わ
せ
て
姿
を
変
え
な
が
ら
、明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
る
組
合
員
の
学
び
の
場
で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

大
規
模
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た

中
で
、人
々
の
命
を
守
る
た
め
、生
協
と
し
て
続
発

す
る
災
害
支
援
に
い
ち
早
く
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
３
月
11
日
に
発
生
し
、未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
東
日
本
大
震
災
で
は
、

発
生
直
後
か
ら
現
地
へ
職
員
・
組
合
員
を
派
遣
し
、

以
来
10
年
に
渡
り
復
興
支
援
活
動
を
継
続
し
て
き

ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
９
月
に
越
谷
市
で
起
き
た
竜
巻
被

害
で
は
、職
員
・
組
合
員
1
0
9
名
が
自
治
会
と
連

携
し
て
組
合
員
・
住
民
7
4
8
件
を
訪
問
し
安
否

確
認
、健
康
相
談
45
件
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
８
月
、5
千
戸
以
上
の
住
宅
が
被

災
し
た
広
島
豪
雨
災
害
で
は
、延
べ
34
名
の
職
員
が

土
砂
の
掻
き
出
し
等
の
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
6
年
４
月
、熊
本
地
震
が
発
生
。救
援
物

資
・
義
捐
金
を
送
る
と
と
も
に
、日
本
医
療
福
祉
生

協
連
・
全
日
本
民
医
連
・
熊
本
民
医
連
と
連
携
し

て
、医
療
機
関
や
避
難
所
等
で
の
医
療
・
健
康
相
談

活
動
に
加
わ
り
ま
し
た
。職
員
派
遣
は
翌
年
１
月

ま
で
継
続
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、2
0
1
8
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

災
害
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
泥
出
し
や

募
金
集
め
な
ど
の
活
動
、埼
玉
県
内
で
起
き
た

2
0
1
9
年
10
月
の
台
風
19
号
被
害
の
際
は
、非
常

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、被
災
地
域
の
住
民
訪

問
や
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
対
応
力
・
被
災
地
域
の
支
援
機
能
強

化
に
向
け
た
行
政
と
の
各
種
協
定
や
医
師
会
等
と

の
連
携
、在
宅
酸
素
・
在
宅
人
工
呼
吸
器
患
者
、透

析
患
者
、妊
婦
等
の
緊
急
受
け
入
れ
を
含
め
、地
域

の
災
害
拠
点
に
な
れ
る
病
院
の
体
制
整
備
、

B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）に
基
づ
く
訓
練
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。何
よ
り
、災
害
時
こ
そ
生
協
の

見
守
り
・
助
け
あ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
同
組
合

間
協
同
が
役
立
つ
こ
と
が
、多
く
の
災
害
時
の
経
験
を

通
じ
て
、組
合
員
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
規
模
自
然
災
害
の
背
景
に
あ
る
気
候
危
機

は
、人
類
共
通
の
課
題
で
す
。東
日
本
大
震
災
時
に

設
置
し
た「
原
発
ゼ
ロ・
復
興
支
援
委
員
会
」は
、現

在「
反
核
・
平
和
委
員
会
」と
な
り
、被
災
者
支
援
の

制
度･

政
策
拡
充
を
求
め
る
取
り
組
み
や
、地
球
環

境
を
守
る
運
動
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

1112

秩
父
生
協
病
院
総
合
居
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

◎
お
お
み
や
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

開
設
10
周
年

◎
安
保
関
連
法（
戦
争
法
）廃
止
を
求
め
る
全
国
2
0
0
0
万
署
名

◎
こ
ど
も
食
堂
ス
タ
ー
ト

　
「
お
ー
い
コ
コ
ロ
ン
く
ら
ぶ(

大
井
協
同
診
療
所)

」、

　
「
わ
い
わ
い
ラ
ン
チ（
お
お
み
や
診
療
所
）」、「
桂
ん
家（
桂
の
樹
）」

◎
つ
な
が
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
開
始

4月

深
谷
生
協
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

5月

6
月
25
日 

第
36
回
通
常
総
代
会

6月

大
井
協
同
診
療
所
開
設
70
周
年
記
念

8月

埼
玉
民
医
連「
生
活
保
護
実
態
調
査
」発
表　

7月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

映
画「
高
江―

森
が
泣
い
て
い
る
」上
映

2
0
1
6
年

・熊
本
地
震 

死
者
1
5
0
人
超

・米
オ
バ
マ
大
統
領
広
島
訪
問

・7
月
参
院
選 

改
憲
勢
力
３
分
の
２
に

・相
模
原
障
害
者
施
設

  

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
19
人
殺
害
事
件

・リ
オ
五
輪

・米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
圧
勝

・地
球
温
暖
化
対
策
パ
リ
協
定
発
効

・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

2016年（平28）

● 「
協
同
組
合
に
お
い
て
共
通
の
利
益
を

　

 

形
に
す
る
と
い
う
思
想
と
実
践
」

　

 

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録

12月

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

おーいココロンくらぶ 225,485人
組合員数

61億
8,864万円

出資金

かつら　　  ち

生
協
な
が
と
ろ
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
廃
止

3月



2017
228,384人

組合員数

62億
7,747万円

出資金

非常勤常務理事

高橋 順子

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

　
医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
肥
田
舜
太
郎
名
誉
理
事
長

が
、2
0
1
7
年
３
月
に
１
０
０
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

肥
田
先
生
は
医
師
で
あ
る
と
と
も
に
、核
廃
絶

に
向
け
世
界
に
広
島
・
長
崎
の
被
爆
の
実
相
を
訴

え
続
け
核
を
こ
の
世
か
ら
無
く
す
活
動
に
生
涯
を

費
や
し
た
方
で
し
た
。28
才
の
時
に
軍
医
と
し
て
働

い
て
い
た
広
島
で
被
爆
。医
師
と
し
て
、苦
し
む
被

爆
者
に
何
も
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
無
念
の
思
い

か
ら
、戦
後
は
昼
夜
を
問
わ
ず
診
療
に
当
た
り「
お
金

の
有
る
無
し
を
医
療
に
持
ち
込
ま
な
い
」「
核
兵
器
と

人
類
は
共
存
で
き
な
い
」と
訴
え
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
５

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
兵
器
不
拡
散
条

約
）再
検
討
会
議
に
毎
回
10
人
を
超
え
る
代
表
者
を

派
遣
し
、被
爆
地
広
島
・
長
崎
で
開
催
さ
れ
る
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
に
は
30
人
前
後
の
職
員
と
組
合

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。参
加
者
は
、参
加
後
に
報

告
会
や
学
習
会
を
開
催
し
、署
名
に
も
率
先
し
て

取
り
組
む
な
ど
、様
々
な
平
和
の
取
り
組
み
の
先

頭
に
立
ち
活
動
し
て
い
ま
す
。核
廃
絶
の
思
い
は
、

こ
う
し
て
脈
々
と
医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
活
動
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
を
守
る
取
り
組
み

浦和民主診療所 事務長

山口 晶乃

★ 支部活動のない鶴ヶ島市で「脳いきいき教室」をきっかけに班が誕生
　川越比企地区の担当となった2016年、私は、支部活動のない鶴ヶ島市の開拓をすすめることにしました。市内に知り合いもいないことか
ら、地元の職員の力を借りて、鶴ヶ島社会福祉協議会に飛び込み、一緒に認知症予防のとりくみをすすめてきました。
　自治会やサービス付高齢者専用住宅のサロンを紹介していただき、脳トレなどの講座を重ねていく中で、2017年に鶴ヶ島市主催の「わか
ば大学塾」の存在を知り、いわゆる市民教授として応募しました。開講した「脳いきいき教室」には15名の参加がありました。受講料は１回
500円と定められており、6回シリーズで一人3000円の計算になりますが、医療生協の脳いきいき教室は無料なので、その受講料は、出資金
にとお願いしました。この年に鶴ヶ島での加入が一気に増えたのはこのためです。
　あれから5年。脳トレの「スマート班」は毎月、ちゃんと集まって班会をしています。メンバーから広報委員も生まれ、定期的に増資もしてもら
えています。「いい仲間に出会えて感謝です」との声が何より嬉しく、現在に至っています。

大井協同診療所 まちづくりコーディネーター  伊藤 昌子★ 「男のキッチン」
　高齢化が著しい地域で「一人ぼっちの高齢者をつくらない、認知症になっても安心して住み続けられるまちづくり」をより広げ深めたいと考
え、2010年5月に「男のキッチン」は誕生しました。12年前のことです。
　家に閉じこもりがちな元企業戦士の亭主たちは、女房に背を押され「晩酌のつまみくらいは自分で作りたい」と月1回の例会に参加。最初は
包丁を握る手がぎこちなかった人も、回数を重ねて、今ではプロの料理人です。『男子厨房に入るべし』
　夕方6時、鯵、鯛，鱸、鰤など、季節の新鮮な刺身と旬の野菜の副菜がテーブルに並べられると、時間を見計らって「私、食べるだけ」の女性た
ちも駆けつけて至福の試食タイムが始まり、格好の議論の場となります。ここから組合員や担い手が数多く誕生しています。
　食べることは健康の源。この街で暮らす喜びと健康への願いを込めて、人との繋がりを大切にする活動を続けていきたいと思います。

松井支部 支部長  八木 多美代

　

2
0
2
1
年
１
月
、前
年
に
批
准
国
が
50
ヵ
国
に

達
し
た
た
め
、つ
い
に
国
際
法
の
核
兵
器
禁
止
条
約

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。世
界
中
の
国
民
の
声
が
国

際
政
治
を
動
か
し
、条
約
発
効
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、2
0
2
2
年
２
月
、核
保
有
国
の
ロ
シ
ア

が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
。核
の
使
用
も
辞

さ
な
い
構
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。事
態
に
便
乗
し
て

大
軍
拡
を
進
め
よ
う
と
す
る
国
内
外
の
動
き
に
対
抗

し
て
い
く
こ
と
が
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
責
務
で
す
。

　

組
合
員
活
動
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
の
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
、地
域
で
の
放
射

線
量
の
測
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。10
年
を
超

え
る
活
動
で
事
故
当
時
よ
り
測
定
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、脱
原
発
に
向
け
息
長
く
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
の
ち
と
平
和
を
脅
か
す
動
き
に
は
協
同
の
力

で
取
り
組
み
、個
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
医
療
生
協
活
動
の

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

30
周
年
事
業　

憲
法
川
柳　

最
優
秀
賞

『
落
と
さ
な
い　

平
和
の
バ
ト
ン　

子
ど
も
ら
に
』

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
は
、様
々
な
人
た
ち
と
手
を

つ
な
ぎ
あ
い
、平
和
と
く
ら
し
を
守
り
、健
康
で
笑

顔
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
2
0
1
5
年
5
月
14
日
、多
く
の

人
々
の
反
対
の
声
を
押
し
切
り
、安
全
保
障
関
連

法
案
を
提
出
し
、同
年
9
月
に
強
行
採
決
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
政
府
が
憲
法
第
九
条
の
下
で
は
違
憲

と
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
な
も

の
と
し
、自
衛
隊
が
海
外
で
武
力
行
使
で
き
る
道

を
開
き
ま
し
た
。日
本
の
民
主
主
義
と
平
和
憲
法

の
理
念
を
大
き
く
揺
る
が
す
暴
挙
で
し
た
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
は「
戦
争
さ
せ
な
い・
９
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」（
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
）が
発
表
し
た「
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
2
，0
0
0
万
人
統
一
署
名
」に
取
り
組
み
、

6
0
，1
0
6
筆（
目
標
7
万
比
8
5
．8
％
）を
集
め

ま
し
た
。ま
た
、弁
護
士
や
憲
法
学
者
な
ど
を
講
師
に

埼
玉
の
各
地
で「
憲
法
カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
、平
和

憲
法
を
守
る
た
め
の
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

2
0
1
2
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ー
ル
埼
玉

総
行
動（
安
保
関
連
法
廃
止
！
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認「
閣
議
決
定
」撤
回
を
求
め
る
）に
は
、組
合

員
、職
員
が
毎
年
参
加
し
、北
浦
和
公
園
に
集
結
。

集
会
後
の
パ
レ
ー
ド
ま
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
で
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
方
式
に
変
更
し
た

取
り
組
み
に
継
続
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
2
月
、ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
、現
在
も
軍
事
侵
攻
を
続
け
て
い
ま
す
。核
兵

器
の
使
用
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
便
乗

し
、与
野
党
の
改
憲
勢
力
内
で「
憲
法
に
自
衛
隊
を

明
記
す
べ
き
だ
」と
の
９
条
改
憲
論
が
勢
い
づ
い
て

い
ま
す
。有
事
の
際
、武
力
で
国
民
を
守
る
国
家
の

意
思
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
の
主
張
で
す
が
、現
行

憲
法
の
解
釈
で
も
自
国
へ
の
攻
撃
を
排
除
す
る
個

別
的
自
衛
権
の
行
使
は
可
能
で
す
。自
民
党
の
改

憲
草
案
の
危
険
性
を
学
び
、改
憲
発
議
を
さ
せ
な

い
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

2
0
2
2
年
7
月
の
参
院
選
挙
で
改
憲
勢
力
が

3
分
の
2
を
上
回
り
ま
し
た
。改
憲
勢
力
の
改
憲

発
議
を
許
さ
ず
、憲
法
９
条
を
守
り
、日
本
を
再
び

「
戦
争
す
る
国
」に
し
な
い
た
め
に
も
取
り
組
み
を

継
続
し
ま
す
。

1314

埼
玉
協
同
病
院 

N
P
O
団
体
と

「
外
国
人
無
料
医
療
相
談
会
」 

11
か
国 

57
人

◎
25
周
年
記
念
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り

　

支
部
1
1
4
か
所 

事
業
所
15
か
所 

加
入
90
人

◎
肥
田
舜
太
郎
名
誉
理
事
長
逝
去（
3
月
）

◎
越
谷
支
部
と
コ
ー
プ
み
ら
い
に
よ
る
新
総
合
事
業

　
「
コ
ー
プ
い
き
い
き
健
康
ひ
ろ
ば
」

◎
行
田
協
立
診
療
所

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
C

◎「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
新
田
」開
設

　
（
初
の
新
総
合
事
業
＝
住
民
主
体
に
よ
る
通
所
サ
ー
ビ
ス
）

 

1月

埼
玉
県
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業 

登
録

2月

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
く
ま
こ
こ
開
設

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
さ
き
た
ま

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

小
規
模
多
機
能
さ
ん
と
め
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
ん
と
め
開
設

4月5月

6
月
24
日 

第
37
回
通
常
総
代
会

オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動

「
9
条
こ
わ
す
な
」「
戦
争
さ
せ
な
い
」 

7
0
0
人
参
加

6月

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
き
ょ
う
ど
う

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

7月

老
人
保
健
施
設
み
ぬ
ま
40
床
増
床

8月

埼
玉
協
同
病
院
が
2
0
1
6
年
度
救
急
車
の

受
け
入
れ
台
数
増
で
県
知
事
表
彰

9月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
新
聞
社
会
部
記
者  

望
月 

衣
塑
子
氏

台
風
21
号
被
災
、川
越
市
寺
尾
地
区
、

ふ
じ
み
野
市
元
福
岡
地
区
7
3
0
戸

川
越
東
支
部
で
炊
き
出
し
と
訪
問

10月

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
、生
協
ち
ち
ぶ
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

「
け
ん
こ
う
と
平
和
」3
0
0
号

3月2
0
1
7
年

・「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

  

国
連
で
採
択（
7
月
7
日
）

・I
C
A
N
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

2017年（平29）

● 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉

　

 

設
立

● 

埼
玉
県
議
会
が「
世
界
で
最
も
厳
し
い
水
準

　

 

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
原
子
力
発
電
所

　

 

の
再
稼
働
を
求
め
る
意
見
書
」採
択

● 

小
田
原
ジ
ャ
ン
パ
ー
事
件（
小
田
原
市
に
お
け
る

　 

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
威
圧
的
態
度
の
社
会
問
題
化
）

● 

社
会
福
祉
法
改
正
成
立（
地
域
生
活
課
題
に

　 

お
け
る
地
域
住
民
の
解
決
責
任
の
拡
大
）

● 

介
護
保
険
法
等
の
改
正（
年
金
収
入
3
4
0
万

　 

円
以
上
一
部
負
担
３
割
の
導
入
）

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary



2018
229,650人

組合員数

62億
8,019万円

出資金

医
療
介
護
の
質
向
上
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
は
、合
併
以
前
の
創
成
期

か
ら
、医
療（
介
護
）の
質
や
従
事
者
の
育
成
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
病
院
と
な
る
埼
玉
協

同
病
院
を
つ
く
る
大
き
な
動
機
、あ
る
い
は
目
標
も

医
療
の
質
向
上
と
そ
れ
を
担
う
従
事
者
の
確
保
と

育
成
に
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評

価
の
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
1
9
9
8

年
、埼
玉
県
内
の
民
間
病
院
と
し
て
は
最
も
早
く

埼
玉
協
同
病
院
が
認
定
を
受
け（
一
般
病
院
Ｂ
第

28
号
）民
医
連
や
医
療
生
協
の
病
院
と
し
て
も

第
1
号
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、2
0
0
2
年
に
は

埼
玉
協
同
病
院
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
1
、法
人
全
体

で
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
を
受
け
、

2
0
0
3
年
に
は
、
全
事
業
所
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

9
0
0
1
の
認
証
を
う
け
、2
0
0
5
年
か
ら

2
0
0
6
年
に
か
け
て
、埼
玉
西
協
同
病
院
、秩
父

生
協
病
院
、熊
谷
生
協
病
院
の
3
病
院
が
病
院
機

能
評
価
の
認
定
を
取
得
す
る
な
ど
、病
院
機
能
評

価
で
病
院
機
能
を
高
め
質
を
確
保
し
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
で

継
続
的
な
質
改
善
を
図
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
生
協
ら
し
い

連
携
を
熊
谷
の
地
で

常勤理事
熊谷生協病院 院長

小堀 勝充

★ 地域とともに進める退院後支援
　埼玉西協同病院の退院患者には、退院後の日常生活が心配な独居や老夫婦二人暮らしの方も多く、組合員同士で困りごとを助け合う「く
らしサポーター」制度を一番必要としているのはこの方達なのでは？という思いが退院後支援開始のきっかけでした。
　今は、退院日の朝にご本人とご家族にくらしサポーターの説明や退院後の見守り訪問をしてよいか、支部の活動の案内などを行なっています。
ご家族からは「母は独居なので見守りの訪問があると安心できます」といった声を、ご本人からは、退院後にやりたいことや頑張りたいことなど
の思いが出されています。病棟看護師による退院後のご自宅への訪問も始まっています。さらに、支部運営委員による退院後訪問も始まりまし
た。最初は不安もありましたが、実際訪問をしてみると感謝の言葉があり「雨戸が閉まっていた」「前とちょっと様子が違うかも」など見守りの
視点での、気付きが出てくるようになり「地域に戻られた方を組合員が見守ることは、医療生協の本来の活動よね」との声も出されています。
　組合員と職員で退院後支援に取り組むことで、「医療生協に出会えてよかった」と思ってくれる方が少しずつでも増やせていると感じています。

浦和民主診療所 まちづくりコーディネーター責任者  茂木 宏実

常勤理事
総務分野統括部長

内村 幸一

　

埼
玉
協
同
病
院
で
は
、電
子
カ
ル
テ
の
導
入
や

Ｄ
Ｐ
Ｃ
へ
の
参
加
を
機
に
、臨
床
評
価
指
標（
Ｑ
Ｉ
）

を
活
用
し
た
医
療
の
質
改
善
の
取
り
組
み
に
も
着

手
し
ま
し
た
。自
ら
定
め
た
指
標
を
設
定
し
、測

定
・
評
価
す
る
こ
と
で
課
題
を
明
ら
か
に
し
、診
療

の
質
の
改
善
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。当
時
、取
り

組
ま
れ
て
い
る
病
院
は
国
内
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
、

先
行
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
た
聖
路
加
国
際
病
院

に
学
び
な
が
ら
、手
探
り
で
進
め
ま
し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
で
診
療
情
報
の
活
用
の
可

能
性
が
広
が
り
、拠
点
病
院
や
診
療
所
で
も
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
全
日
本
民
医
連
や
医
療
福
祉
生
協

連
、全
国
の
医
療
関
連
団
体
な
ど
で
も
、広
く
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、現
在
で
は
、医
科
事
業
所

で
は
、全
日
本
民
医
連
Ｑ
Ｉ
指
標（
病
院
）及
び
医

療
福
祉
生
協
連
Ｑ
Ｉ
指
標（
病
院
・
診
療
所
）を
使

用
し
、デ
ー
タ
を
活
用
し
診
療
の
質
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。介
護
事
業
所
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
お
り
、さ
ら
に
、豊
か
に
医
療
と
介
護
の
質

向
上
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

私
が
熊
谷
生
協
病
院
の
院
長
に
就
任
し
た
の

は
、東
日
本
大
震
災
の
直
後
の
2
0
1
1
年
4
月

で
す
。前
任
者
に
か
わ
り
、内
科
外
来
・
病
棟
、小
児

科
外
来
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

着
任
後「
熊
谷
の
地
で
ど
ん
な
医
療
を
展
開
す

る
べ
き
か
」に
つ
い
て
、管
理
部
8
名
で
合
宿
し
て

論
議
し
た
も
の
の
、肝
心
の
地
域
の
医
療
事
情
の
理

解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
地
域
の
医
療
機
関
の
実
力
と
動
向
、医

療
ニ
ー
ズ
や
年
齢
構
成
等
を
調
べ
、当
院
の
立
ち
位

置
を
決
め
る
こ
と
に
し
、医
師
会
定
例
会
、小
児
科

医
会
、医
師
会
主
催
の
勉
強
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉
が
広
が

り
始
め
た
時
期
で
し
た
が
、地
域
内
は
急
性
期
か
亜

急
性
期
の
病
院
が
多
く
、慢
性
期
の
病
院
は
1
つ

だ
け
。そ
こ
で
、翌
年
の
管
理
部
合
宿
で
は
民
医

連
・
医
療
生
協
が
得
意
と
す
る
地
域
医
療
を
展
開

す
る
た
め
に「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
目
標
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。病
院
隣
接
の

熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
地
域
で
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
懇
談
会
を
年
2
回
開
催
す

る
こ
と
で
他
法
人
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
ま

し
た
。ま
た
、熊
谷
の
歯
科
医
師
会
、薬
剤
師
会
の

勉
強
会
に
も
参
加
し
、当
院
の
訪
問
診
療
と
医
歯

薬
連
携
も
強
化
し
ま
し
た
。同
時
に
小
児
の
訪
問

診
療
の
依
頼
も
受
け
る
こ
と
で
、大
学
病
院
や
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
主
治
医
と
連
絡
を
取
る
機
会
が

増
え
、小
児
訪
問
診
療
も
大
き
く
増
え
ま
し
た
。

　

結
果
を
医
師
会
等
で
報
告
し
た
り
研
究
会
で
発

表
し
た
り
し
た
成
果
も
あ
っ
た
の
か
、2
0
2
2
年

４
月
に
は
熊
谷
市
よ
り「
在
宅
医
療
拠
点
事
業
」を

受
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
小
児
科
分

野
で
は
病
児
保
育
事
業
も
展
開
し
、現
在
で
は
病

児
保
育
室
お
よ
び
送
迎
病
児
保
育
事
業
は
熊
谷
市

の
委
託
事
業
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
熊
谷
生
協
病
院
の
院
長

と
し
て
熊
谷
市
医
師
会
の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
埼
玉
県
小
児
科
医
会
で
も
会
長
推
薦
で
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
。生
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
力

に
、地
域
の
他
の
事
業
所
、組
織
の
方
々
と
粘
り
強

く
つ
な
が
っ
て
、今
の
連
携
の
形
を
実
現
で
き
た
の

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

1516

★ 自治体との連携
　新座支部は医療生協さいたまの掲げる健康で明るいまちづくりを目指して「まちづくり自治体訪問」などを通じて市民の切実な要求の実現
に努力してきました。日ごろの活動の中で介護保険制度に対する不満や不安が多いことに着目し、介護問題をテーマに「介護なんでも懇談会」
を開催することを決め、2018年から2019年にかけて市の7カ所の高齢者相談センター（地域包括支援センター）で「懇談会」を開催しました。
　「懇談会」開催にあたって、まず、支部から市の介護保険課にこの取り組みの趣旨と内容を文書で伝え、協力を要請しました。これまでに築か
れた信頼関係もあり、介護保険課からは、高齢者相談センターに「医療生協から要請があったら積極的に協力を」と連絡をいれてもらいまし
た。開催地域ごとに、高齢者相談センターに協力の要請を文書で申し入れ、5つの高齢者相談センターから積極的な職員参加などの協力を得
ることができ、合計で217人と多くの方に参加をいただくことができました。
　これらの取り組みを通じて「くらしサポーター」の活動でも協力関係が大きく進展しました。

新座支部 支部長  朝妻 幸平

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
ん

◎「
生
協
10
の
基
本
ケ
ア
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」発
足

◎
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◎
健
康
づ
く
り
学
会
i
n
埼
玉 

85
人　

　
（
全
体
63
生
協
、4
2
4
人
） 

21
演
題
発
表

◎
地
域
活
動
交
流
集
会 

社
会
貢
献
支
援
団
体
と
交
流

◎
い
い
と
こ
探
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
い
い
と
こ
リ
ー
フ
」

 

3月

熊
谷
生
協
病
院　

病
児
保
育
事
業「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
ち
」ス
タ
ー
ト

「
ケ
ア
ニ
ン
〜
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
〜
」特
別
上
映
会

（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
浦
和
） 

2
4
6
人

4月

西
日
本
豪
雨
災
害
支
援 

の
べ
38
日
間 

23
人
参
加

7月

「
経
済
的
事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
」に
つ
い
て

記
者
会
見

8月

い
わ
て
生
協
と
大
槌
町
で
の「
お
ふ
る
ま
い
」

埼
玉
協
同
病
院
職
員
と
組
合
員　

町
会
と
共
催
で
市
営
、県
営
住
宅
4
6
0
戸
訪
問

9月

患
者
会
の
つ
ど
い
30
周
年 「
患
者
会
交
流
30
年
史
」

10月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

I
C
A
N
国
際
運
営
委
員  

川
崎 

哲
氏

埼
玉
協
同
病
院
40
周
年
記
念
健
康
ま
つ
り 

3
5
0
0
人

11月

い
わ
て
生
協「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」（
大
槌
町
）支
援
終
了　

2
0
1
3
年
か
ら
58
回 

3
7
3
人
参
加

6
月
23
日 

第
38
回
通
常
総
代
会

6月2
0
1
8
年
・財
務
省
が
森
友
文
書
改
ざ
ん

・西
日
本
豪
雨
災
害

・北
海
道
胆
振
東
部
地
震

・働
き
方
改
革
関
連
法
案
成
立

・T
P
P
11
承
認
案・関
連
法
案
成
立

・カ
ジ
ノ
実
施
法
案（
Ｉ
Ｒ
＝
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

  

実
施
法
案
）成
立

・原
子
力
規
制
委
員
会
が
、運
転
開
始
後

  

40
年
の
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
の

  

最
長
20
年
延
長
を
認
可

2018年（平30）

● 

埼
玉
県
議
会
が「
県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　

 

整
備
計
画
の
予
算
執
行
停
止
を
求
め
る

　

 

付
帯
決
議
」可
決

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary



2019
231,638人

組合員数

63億
3,146万円

出資金

1718

歯
科
事
業
の
発
展

　

1
9
8
9
年
に
生
協
歯
科
が
埼
玉
協
同
病
院

の
敷
地
内
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
医
療
生
協
さ
い

た
ま
の
歯
科
事
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。ユ
ニ
ッ
ト

（
歯
科
診
療
台
）7
台
で
の
ス
タ
ー
ト
で
、歯
科
開

設
を
待
ち
わ
び
て
い
た
人
で
予
約
が
溢
れ
、新
規
患

者
は
1
年
待
ち
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

職
員
は
連
日
夜
遅
く
ま
で
診
療
し
、時
に
は
泊
ま

り
込
み
で
働
い
て
い
た
と
の
こ
と
。そ
ん
な
奮
闘
を

重
ね
事
業
規
模
を
拡
大
し
、矯
正
歯
科
や
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
、訪
問
歯
科
等
の
需
要
に
も
対
応
し
て
き
ま

し
た
。当
時
は
訪
問
歯
科
を
行
う
歯
科
医
院
は
ほ

と
ん
ど
な
く
て
、患
者
と
家
族
か
ら
は
自
宅
で
虫
歯

を
削
る
、入
れ
歯
を
作
る
、歯
を
抜
く
等
の
治
療
が

で
き
る
こ
と
に
驚
か
れ
、大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。当
然
、

高
齢
者
、有
病
者
の
処
置
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

医
科
と
の
情
報
共
有
や
連
携
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

埼
玉
協
同
病
院
と
は
、同
じ
敷
地
に
あ
り
な
が
ら
、

建
物
と
診
療
科
が
違
う
こ
と
で
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
連
携
が
で
き
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
埼
玉
協
同
病
院
・
老
健
み
ぬ
ま
に
歯

科
衛
生
士
が
配
置
さ
れ
、連
携
の
環
境
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
、情
報
共
有
や
迅
速
な
対
応
、誤
嚥
性
肺
炎

生協歯科 所長

武内  亮

予
防
な
ど
、切
れ
目
な
い
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、あ
さ
か
虹
の
歯
科
、行
田
協
立
診
療
所

歯
科
、埼
玉
西
協
同
病
院
歯
科
の
開
設
を
経
て
歯

科
事
業
所
は
4
ヶ
所
に
な
り
ま
し
た
。生
協
歯
科

は
ユ
ニ
ッ
ト
を
24
台
に
増
や
し
て
さ
い
た
ま
市
へ
移
転

新
築
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
で
の
歯
科
医
療

や
保
健
活
動
、地
域
組
合
員
と
の
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。嚥
下
内
視
鏡
に
よ
る
摂
食
嚥
下
機
能

評
価
や
歯
科
健
診
、周
術
期
口
腔
機
能
管
理
、無

料
低
額
診
療
事
業
、歯
科
臨
床
研
修
施
設
認
可
、

歯
科
衛
生
士
学
校
の
臨
床
研
修
受
け
入
れ
等
、多

岐
に
わ
た
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

歯
科
医
師
2
名
、歯
科
衛
生
士
4
名
、歯
科
技

工
士
1
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
医
療
生
協
さ
い
た
ま

の
歯
科
事
業
で
す
が
、今
で
は
そ
れ
ぞ
れ
18
名
、36
名
、

4
名
を
数
え
る
大
集
団
と
な
り
ま
し
た
。若
い
世

代
の
職
員
が
確
実
に
成
長
し
、歯
科
の
中
心
で
活

躍
し
て
い
る
現
状
に
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
お
り
、

今
後
50
周
年
、1
0
0
周
年
と
医
療
生
協
の
発
展
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
の
広
が
り

本部事業部 次長

養田 亜矢子

★ ふれあい戸塚の子育て支援
　「ふれあい戸塚」を借りて子育て支援を開始したのは9年前。広い場所だったので、3部屋に分かれて宿題、自主勉強、読書、お話ができまし
た。勉強した後は、室内でゲーム・卓球、外で鬼ごっこ。そして、おばあちゃんたちが作ってくれた手づくりおやつを、みんなでいただきました。勉
強を教えてくれる先生たちは都合の良い日に来てくれました。うどん作りの時には、先生のリードで子ども達が2人組で小麦粉と格闘。うどんを
食べる時には家族も参加できました。ケーキを作るときもありました。
　老人施設を訪問してゲームをみんなで楽しみ、綾瀬川の清掃活動で活躍もしました。夏休みには神奈川県にあるNPO法人のキャンプ場に
1泊2日で行きました。また、一週間、中学生や高校生が「ふれあい戸塚」に宿題の援助にきてくれました。
　コロナが広がった時は、「ふれあい戸塚」が使えなくなり、勉強会の子ども達も減りました。コープや社会福祉協議会から援助もあったので、
秋には、川口駅で赤い羽根募金に参加し、子ども達中心に頑張り、カンパ集めることもできました。

元非常勤理事  吹上 早苗

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
、2
0
0
0
年
の
介

護
保
険
制
度
創
設
以
前
よ
り
老
人
保
健
施
設
、訪

問
看
護
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、創
設
後
、改
め
て
介
護
保
険
事

業
の
指
定
を
受
け
、多
く
の
事
業
所
が
開
設
し
、

2
0
2
2
年
に
は
14
自
治
体
に
21
の
介
護
事
業
所

を
構
え
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
前
か
ら
地
域
に
根
付
い
た
医
療
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、介
護
は
医
療
と
と
も
に
大

き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
介
護
事
業
が
大
き
な
転
機
を
迎
え

た
節
目
と
言
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
２
つ
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
は「
06
改
定
」と
呼
ば
れ
る
介
護
予
防
重
視

型
、地
域
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
、も
う
1
つ
は

2
0
2
1
年
の
科
学
的
介
護
の
推
進
で
す
。ど
ち
ら

も
自
立
支
援
、重
度
化
防
止
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
で
は
、基
盤
と

な
る
新
し
い
介
護
保
険
事
業
と
し
て
24
時
間
3
6
5

日
の
く
ら
し
を
支
え
る「
地
域
密
着
型
事
業
」が
始

ま
り
ま
し
た
。当
生
協
で
も
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た
ふ
じ
み
野
市
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設（
以
下
小
多
機
）に
続
き
、2
0
1
7
年
度
以

降
、様
々
な
地
域
密
着
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
き
ま
し
た
。2
0
2
2
年
10
月
現
在
で
、小
規
模

多
機
能
3
ヵ
所
、看
護
小
規
模
多
機
能
3
ヵ
所
、グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
2
ヵ
所
、定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
9
ヵ
所
と
な
り
、今
後
開
設
予
定
の

事
業
所
も
複
数
あ
り
ま
す
。こ
の
地
域
密
着
事
業

を
通
し
て
地
域
や
行
政
、他
団
体
と
つ
な
が
り
、介

護
事
業
は
さ
ら
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
分
の
力
で
ご
自
宅
で
過
ご
し
て
い
け
る

自
立
支
援
に
つ
な
が
る
ケ
ア
を
提
供
し
て
サ
ー
ビ

ス
の
質
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。介
護
職
の

ケ
ア
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に
、「
生
協
10
の
基
本

ケ
ア
」を
当
生
協
の
介
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
事
業
の
継
続
発
展
の

た
め
に
は
、介
護
現
場
で
働
く
職
員
も
経
営
感
覚

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
須
だ
と
考
え
、先
行
管
理

経
営
の
考
え
方
を
導
入
し
、全
職
員
参
加
型
経
営

の
実
現
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
の
考
え
方
を
通

し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め
、今
後
も
介
護

事
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
職
員
集
団
を
目
指
し

ま
す
。

「
原
発
の
町
を
追
わ
れ
て
」上
映
会 

1
0
3
人

◎
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
、埼
玉
県
生
協
連
と
共
催
に  

1
2
6
9
人

◎
各
世
代
向
け「
保
健
教
室
」

◎「
い
の
ち
と
向
き
合
う
私
た
ち
」無
料
低
額
診
療
事
例
集
発
行

◎
老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
め
で
外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

◎
熊
谷
生
協
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
埼
玉
県
初
の

　
「
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
指
定

3月

埼
玉
西
協
同
病
院
49
床
増
床
、歯
科
オ
ー
プ
ン

熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
こ
リ
ハ
開
設

生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
開
始

4月

6
月
22
日 

第
39
回
通
常
総
代
会

お
お
み
や
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
ト

6月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　

八
法
亭
み
や
や
っ
こ（
飯
田 

美
弥
子
弁
護
士
）「
憲
法
噺
」

台
風
19
号 

被
災
者
支
援

8月9月

地
域
別
総
代
会
議
で
出
さ
れ
た「
困
っ
た
」事
例

1
0
9
2
件
分
析
調
査

11月2
0
1
9
年

・改
元 

令
和
に

・消
費
税
率
10
％
に

・京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件

・首
里
城
火
災
、正
殿
消
失

・ロ
ー
マ
教
皇
38
年
ぶ
り
に
来
日

  

広
島・長
崎
両
市
訪
問

2019年（令1）

● 

厚
生
労
働
省「
再
編
統
合
に
つ
い
て

　

 

特
に
議
論
が
必
要
な
病
院
」と
し
て

　

 

全
国
4
2
4
公
立・公
的
病
院
名
公
表

★ 深谷見守り活動
　「訪問看護ステーションから、支部に紹介するパターンがあってもいいんじゃないかな」。支部長さんの言葉が心に響きました。
　深谷生協訪問看護ステーションは開設7年目。単独のステーションとして独自の取り組みや地域に根付いた看護ができないものだろうか、
と強く感じながら看護業務に励む日々でした。
　ステーションと支部の繋がりは、支部長さんが「けんこうと平和」をステーションに届けてくださるところから始まりました。毎月お会いするな
かで徐々に関係性が深まっていきました。そして、支部の見守り活動の中で見つかった医療的ケアが必要な方への訪問看護導入、元気になら
れた利用者・家族の組合員活動への参加という形で地域に戻っていただくという事例もうまれました。
　ヘルスプロモーションの推進には小さな集団が重要だと言われています。このような支部やステーションなどの機動性が高い小さな集団が
集まり、小さな単位の仕組みとして見守り等の行動をしていくことにより、より一層地域で繋がるまちづくりの実現へ向かっていくと考えています。

深谷生協訪問看護ステーション 管理者  永躰 千春

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

埼玉西協同病院

歯科ユニット



2020
236,022人

組合員数

65億
4,442万円

出資金

★ 組合員1000人で1支部を目指そう！～支部分割・戸塚地域の経験から～
　私が医療生協の支部活動に参加し始めた2005年当時、戸塚地域にあったのは戸塚支部だけで、組合員数は5600人。支部の運営委員は
5人で「けんこうと平和」の配付率は30％に届いていませんでした。
　2007年に支部長を引き受けた時、私は長年の懸案の支部分割を最優先課題とする決意で直ちに支部拠点事務所を探し始めました。本気
度は伝わり、まもなく「協同病院戸塚事務所・ハチドリの家」ができました。新しい担い手を探すためにバス旅行や保健教室を大規模に企画
し、担当理事の力も借りて支部長や運営委員候補を募り、翌年に東川口支部、翌々年には戸塚中央支部、戸塚南支部が誕生しました。
　分割後、組合員からは「目が届く医療生協」「声が聞こえる活動」になった、との声が。組合員と意思疎通をはかる上で支部ニュースでのつな
がりは大きく、機関紙配布率向上の大切さを実感しています。
　「活動は楽しく、役職は一人ではなく複数の人で無理せずこなして行こう！」を合言葉に活動しています。

戸塚南支部 元支部長  幾島 平二

1920

ふ
れ
あ
い

生
協
病
院
建
設

地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
輝
く
病
院
に
な
る

　
ふ
れ
あ
い
生
協
病
院
建
設
は
埼
玉
協
同
病
院
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
一
体
的
に
行
わ
れ
ま
す
。埼
玉
協

同
病
院
は
1
9
7
8
年
に
74
床
で
開
院
し
、現
在

4
0
0
床
規
模
の
急
性
期
病
院
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
3
5
0
0
〜
4
0
0
0
台
の
救
急
車
を
受
け

入
れ
、手
術
数
は
年
間
2
2
0
0
件
、分
娩
数
は
年

間
5
0
0
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
開
院
し
て

43
年
が
経
ち
、施
設
の
老
朽
化
、医
療
安
全
や
感
染

対
策
上
の
課
題
な
ど
が
現
れ
て
い
ま
す
。救
急
医
療

や
が
ん
診
療
を
担
う
急
性
期
病
院
と
し
て
よ
り
一

層
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
、施
設
や
機
能
を
今

日
的
に
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
国
は
病
院
を
機
能
で
分
け
て
、そ
の
連
携

に
よ
っ
て
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。急
性

期
の
機
能
を
高
め
た
病
院
に
は
外
来
の
縮
小
や
入

院
医
療
へ
の
集
中
を
求
め
て
い
ま
す
。例
え
ば
一
定

規
模
以
上
の
病
院
を
受
診
す
る
場
合
、紹
介
状
が

無
い
と
通
常
の
医
療
費
以
外
の
負
担
金
が
発
生
し

ま
す
。か
か
り
や
す
い
外
来
を
持
続
さ
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
に
応
え
る
た
め
、埼
玉
協
同
病
院
の
外

来
機
能
を
分
離
し
、ふ
れ
あ
い
生
協
病
院
に
移
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。診
察
室
や
検
査
室
を
集
約
し
、わ

く
ら
し
の
安
心
を
支
え
る

無
料
低
額
診
療
事
業
の
と
り
く
み

本部役員室付 次長

日野 洋逸
埼玉協同病院 副院長

忍  哲也

★ くらしサポーター活動のひろがり「コロナ禍での助け合い～産後の家事支援」
　コロナ禍で「母国への里帰り出産ができない」「親が来日出来ない」という家族から、産後のお手伝いの相談がありました。コーディネーター
が近くのサポーター4人に依頼してチームを組んで家事援助を行いました。
　依頼者のTさんは「コロナ禍で家族が日本に入国できず、異国で子育てをしている私にとって、サポーターのみなさんは日本の家族のような
存在です。産後の食事作りをお願いし、美味しい料理を作ってもらいました。丁寧で親切なサポーターさんにとても感謝しています。」と話して
いました。サポーターは「いろいろ工夫して食事のメニューを考えました。買い物は事前に済ませて、昼食・夕食を作りました。サポートが終了し
てもお付き合いしています。引き続きかわいい赤ちゃんとママを応援します。」と明るい声が届いています。
　Tさんが住む地域は、母子手帳の交付時に行政の窓口で、医療生協さいたまのくらしサポーター制度を含む子育て支援を紹介しています。

本部地域福祉相談支援センター  本戸 文子

か
り
や
す
く
待
ち
時
間
の
少
な
い
外
来
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
て
く
る
中
で
ま
す
ま
す
在
宅

支
援
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。ふ
れ
あ
い
生
協

病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
53
床
を
整
備
し
ま
す
。

急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
後
の
在
宅
復
帰
に
向
け

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
入
院
受

け
入
れ
や
、在
宅
患
者
の
一
時
的
な
入
院
対
応
を
役

割
と
し
ま
す
。ふ
れ
あ
い
生
協
病
院
は
在
宅
療
養
支

援
病
院
と
し
て
24
時
間
3
6
5
日
訪
問
診
療
が
可

能
な
体
制
を
敷
き
ま
す
。

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
生
協
病
院
に
開
設
す
る
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
の
広
さ
は
現
在
の
1.
5
倍
に
拡
充
し

ま
す
。診
療
エ
リ
ア
か
ら
独
立
し
た
形
で
ス
ム
ー
ズ

に
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

ふ
れ
あ
い
生
協
病
院
と
埼
玉
協
同
病
院
が
一
体
的

に
発
展
す
る
こ
と
で
、「
人
を
人
と
し
て
尊
重
し
、地

域
包
括
ケ
ア
時
代
に
輝
く
病
院
に
な
る
」こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け

に
、貧
困
と
格
差
の
拡
大
が
よ
り
深
刻
化
し
、社
会

的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。当
生
協
の
職
員
は
、切
実
な
問
題
を

抱
え
る
方
々
が
寄
り
集
ま
っ
た
年
越
し
派
遣
村
の

支
援
行
動
等
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、2
0
0
9
年
に
無
料
低

額
診
療
事
業（
以
下
、無
低
診
）の
実
施
に
む
け
て

法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
て
と
り
く
み
を
開

始
し
ま
し
た
。無
低
診
は
、生
活
に
困
り
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
方
に
対
し
、医
療
費
の
減
額
ま

た
は
免
除
を
行
う
社
会
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
た
事

業
で
す
。2
0
1
0
年
度
の
埼
玉
西
協
同
病
院
を

皮
切
り
に
、2
0
1
5
年
度
ま
で
に
16
事
業
所（
医

科
・
歯
科
・
老
人
保
健
施
設
）が
県
の
認
可
を
受
け

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

事
例
か
ら
は
、40
代
で
就
労
し
て
い
る
も
の
の
、社

会
保
険
で
は
な
く
国
民
健
康
保
険
で
、低
賃
金
の

た
め
窓
口
一
部
負
担
金
が
払
え
な
い
。
70
代
で
配
偶

者
に
先
立
た
れ
、低
年
金
に
よ
る
生
活
困
窮
で
医

療
費
が
支
払
え
な
い
。無
低
診
の
利
用
に
よ
り
、安

心
し
て
く
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
外
国
人
母
子
な

ど
深
刻
な
生
活
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
に
行
っ
た
無
低
診
利
用
調
査

（
1
1
6
人
）で
は
、利
用
者
の
７
割
が
男
性
、６
割

近
く
が
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、他
の
社
会
保

険
の
加
入
者
を
合
わ
せ
る
と
実
に
７
割
以
上
が
公

的
医
療
保
険
の
加
入
者
で
し
た
。保
険
証
を
持
っ
て

い
て
も
窓
口
の
一
部
負
担
金
が
支
払
え
な
い
状
況
が

わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、2
0
2
0
年
以
降
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
生
活
困
窮
で
無
低
診
の
利
用
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
同
時
に
、利
用
者
の
生
活
の
見
通
し
が
つ
く

よ
う
な
相
談
活
動
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、無
低

診
は
他
の
公
的
制
度（
生
活
保
護
、国
民
健
康
保
険

法
第
44
条
に
よ
る
窓
口
一
部
負
担
金
の
減
免
等
）の

適
用
や
生
活
の
見
通
し
が
立
つ
ま
で
の
一
定
期
間
の

措
置
で
も
あ
り
ま
す
。国
や
行
政
が
公
的
責
任
を

果
た
す
よ
う
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。利
用
や

相
談
を
通
じ
て
生
協
の
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
つ

な
が
り
、く
ら
し
の「
困
っ
た
」が
解
決
す
る
。こ
の

こ
と
が
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
が
行
う
無
低
診
の
強

み
で
す
。

外
国
人
対
象
の
無
料
医
療
相
談
会
・
健
康
診
断
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
と
と
も
に
開
催

◎
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動

◎「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
1
年
間
の
健
康
状
態
の
変
化
」調
査

◎
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

　
「
深
谷
生
協
安
心
シ
ス
テ
ム
」「
所
沢
安
心
シ
ス
テ
ム
」

◎
深
谷
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
故
人
を
偲
ぶ
会
」

1月

生
協
花
の
木
ホ
ー
ム
開
設

3月

行
田
協
立
診
療
所
、ケ
ア
セ
ン
タ
ー
さ
き
た
ま

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
う
き
し
ろ
開
設

行田協立診療所行田協立診療所・
ケアセンターさきたま 竣工式

5月

6
月
27
日 

第
40
回
通
常
総
代
会

6月

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
ま
る
ス
タ
ー
ト

10月

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

埼
玉
県
原
爆
被
害
者
協
議
会
会
長  

田
中 

煕
巳
氏

11月2
0
2
0
年

・英
が
E
U
離
脱
決
定

・N
P
T
再
検
討
会
議 

コ
ロ
ナ
で
延
期

・安
倍
首
相
退
陣
。後
任
に
菅
氏

・国
連
安
全
保
障
理
事
会
が

  「
コ
ロ
ナ
停
戦
」決
議

2020年（令2）

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

 

初
の
緊
急
事
態
宣
言

● 

4
月
診
療
報
酬
改
定 

マ
イ
ナ
ス
0
．4
6
%

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary



2021
237,029人

組合員数

65億
6,383万円

出資金

埼玉協同病院
医療社会事業課 課長

竹本 耕造

外
国
人
支
援
の
取
り
組
み

多
様
な
人
の
権
利
が
守
ら
れ
る

社
会
を
目
指
し
て

　

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
の
な
か
で
も
、深

刻
な
問
題
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る
人
々
が
非
正

規
滞
在
外
国
人（
難
民
申
請
中
や
仮
放
免
・
在
留

期
間
超
過
等
）で
す
。彼
ら
は
日
本
で
の
在
留
が
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、健
康
保
険
や
生
活
保
護
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
が
利
用
で
き
ず
、就
労

も
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
収
入
も
あ
り
ま
せ
ん
。生

き
て
い
く
の
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
、親
族
や
同

じ
民
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け
合
い
何
と
か
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、私
た
ち
は「
人
が
人
と
し
て
大
切

に
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
」と
い
う
理
念
に
も
と
づ

き
、多
様
な
外
国
人
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。特

徴
的
な
三
つ
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一つ
目
は
、2
0
1
7
年
か
ら
N
P
O
法
人
北
関

東
医
療
相
談
会（
通
称
ア
ミ
ー
ゴ
ス
）と
共
催
し
て

い
る
健
康
相
談
会
で
す
。毎
回
1
0
0
名
を
超
え

る
方
が
訪
れ
、治
療
が
必
要
な
場
合
は
連
携
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、2
0
2
0
年
11
月
に
他
の
支
援
団
体

と
行
っ
た「
生
活
や
仕
事
に
困
っ
て
い
る
外
国
人
の

た
め
の
相
談
会
」で
す
。川
口
駅
前
会
場
に
は
3
0
0

H
P
H
の
取
り
組
み

埼玉協同病院 副院長

福庭  勲

★ 県中地域における「全集中！担い手増やし」の取り組み
　支部運営委員や機関紙配布者など「担い手の高齢化」は今から20年前には既に大きな課題となっていた事だと思います。「超高齢社会」
「定年後の労働者増」「夫婦共稼ぎ」が進む中で、それは必然なのかもしれません。しかし、組合員による健康づくり活動や安心できる居場所
は、私たちにとって「決して無くしたくないもの」です。
　2021年度に、医療生協さいたま県中地域ネットワークで始まった「全集中！担い手増やし」の取り組みは、担い手増やしの課題を「方針化」
「見える化」する事により、機関紙配布者を100名以上誕生させるなど、具体的な成果を挙げる事ができました。
　そこには、新たな力となった組合員活動推進員や、支部運営委員・理事・まちづくりコーディネーターの組合員活動への熱い思いがありました。
　そして「全集中！担い手増やし」の取り組みは、全国誌や講演活動を通じて、県外へも広がり始めています。合言葉は「あきらめない」。
　医療生協の組合員活動は永遠に不滅です！

埼玉協同病院 まちづくりコーディネーター責任者  工藤 昇一

人
を
超
え
る
外
国
人
が
来
訪
し
、多
く
が
ト
ル
コ
国

籍
の
ク
ル
ド
人
で
在
留
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。医
療
生
協
さ
い
た
ま
が
担
当
し
た
健
康
相
談

に
は
1
2
3
人
が
訪
れ
、3
分
の
1
の
方
が
家
賃

を
滞
納
、4
分
の
1
の
方
が
食
料
不
足
と
い
う
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、毎
月
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
と
り
く

み
が
、外
国
人
支
援
と
し
て
広
が
っ
た
こ
と
で
す
。開

催
を
通
じ
他
団
体
と
の
交
流
・
連
携
が
す
す
み
、利

用
し
て
い
る
ク
ル
ド
人
親
子
向
け
に
、虫
歯
予
防
教

室
や
映
画
上
映
会
等
の
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

病
気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、自
己

責
任
に
は
で
き
ま
せ
ん
。事
物
の
流
れ
の
下
流
で
発

生
し
て
い
る
問
題
だ
け
を
注
視
す
る
の
で
は
な
く
、

事
前
の
対
策
や
権
利
保
障
を
行
う
等
の
政
策
に
も

関
わ
る
上
流
の
あ
り
よ
う
を
見
る
視
点
で
の
解
決

策
の
検
討
が
必
要
で
す
。外
国
人
・
日
本
人
で
医
療

を
受
け
る
権
利
を
区
別
せ
ず
に
、こ
の
社
会
を
一
緒

に
担
う
仲
間
と
し
て
あ
る
べ
き
社
会
の
視
点
・
社
会

的
包
摂
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
と
ら
え
、人
権

擁
護
の
姿
勢
で
と
り
く
み
、行
動
す
る
こ
と
が
今
後

も
必
要
で
す
。

　

2
0
1
2
年
に
、当
時
の
H
P
H
国
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
C
E
O
の
タ
ー
ネ
セ
ン
氏
が
来
訪
さ
れ

た
際
に
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
支
部
の
健
康
ひ
ろ

ば
の
活
動
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
活
動
が
、医
療

機
関
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
各
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に「
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
。こ
の
活

動
を
秘
密
に
し
て
お
か
な
い
で
世
界
に
発
信
し
て

く
だ
さ
い
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
さ

に
、W
H
O
が
進
め
る
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
活
動
と
私
た
ち
の

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
的
邂
逅
で
し
た
。

　

2
0
1
3
年
の
埼
玉
協
同
病
院
の
H
P
H
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
時
に
は
、急
性
期
の
病
院

が
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
持
っ
て
医
療

活
動
を
行
う
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
、繰
り
返
し
論
議

し
、理
解
を
深
め
ま
し
た
。電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

に
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
組
み
込
み
、

健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
の
聞
き
取
り
と
介
入
が

ル
ー
チ
ン
業
務
と
し
て
で
き
る
よ
う
な
画
期
的
な

仕
組
み
も
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、次
々
と
拠
点
病
院
、診
療
所
群
、介
護

事
業
所
群
が
加
盟
し
、全
国
的
に
も
介
護
事
業
所

が
H
P
H
に
加
盟
す
る
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
10
月
に
は
、日
本
の
H
P
H
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Jｰ

H
P
H
）が
35
事
業
所
の
加
盟
で
発
足
。結
成

に
立
ち
会
っ
た
識
者
か
ら
は「
こ
れ
は
大
き
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
だ
」「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
こ

れ
か
ら
の
病
院
の
重
要
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
」と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
想
像
も
し
な
い

事
態
で
、私
た
ち
の
活
動
の
い
の
ち
と
も
言
え
る
対

面
行
動
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、そ
ん
な
中
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
班
会
開
催
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
地
道
に
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
２
月
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
っ
て
、私
た
ち
は
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

究
極
の
目
標
は「
平
和
」で
あ
り
、最
大
の
敵
は「
戦
争
」

で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
H
P
H
の
取
り
組
み
は
、い
ま
だ
緒
に

つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。日
頃
の
実
践
の
積
み
重
ね
と

そ
こ
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
を
導
き
出
す
力
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

2122

行
田
協
立
診
療
所 

地
域
交
流
棟「
オ
シ
ノ
テ
ラ
ス
」開
設

配
置
薬
事
業
終
了

4月

6
月
2６
日 

第
4１
回
通
常
総
代
会

6月

「
３
．11
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い
！
」学
習
交
流
集
会

原
子
力
工
学
者  

小
出 

裕
章
氏  

1
5
6
人

教
育
学
習
月
間
大
学
習
会　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

安
田 

菜
津
紀
氏

「
紛
争
地
、被
災
地
か
ら
の
声
を
伝
え
る
ー
コ
ロ
ナ
禍
、共
に

生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
ー
」

7月

南
西
部
地
区　

災
害
に
備
え
各
支
部
に
連
絡
網
作
成
で
、緊
急
連
絡
訓
練

熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
こ
リ
ハ
廃
止

10月

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
う
ら
し
ん
、熊
谷
生
協
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

9月

埼
玉
協
同
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＆
新
病
院
建
設
特
別
企
画

「
建
設
ま
つ
り
2
0
2
1
」 

6
0
0
人

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　

谷
川 

生
子
弁
護
士 

憲
法
学
習

12月◎
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援

◎
く
ら
し
の
学
校
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 

2
0
2
1
年

・核
兵
器
禁
止
条
約
発
効（
1
月
22
日
）

・東
京
五
輪
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

1
年
延
期
で
開
催

・10
月
総
選
挙 

改
憲
勢
力
が
3
1
0
議
席
を
上
回
る

・東
日
本
大
震
災・福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
目

・東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
の

  

放
射
性
物
質
を
含
む「
処
理
水
」の
海
洋
放
出
の
方
針
を
決
定

・土
地
利
用
規
制
法
案
が
可
決
成
立

  

国
民
投
票
法
の
改
定
案
可
決
成
立

★ 大槌町での「ふれあいサロン」の取り組み
　未曾有の大災害となった東日本大震災。津波の映像が繰り返し流れ、電気、電話等が寸断。そして、福島第一原発事故。
　「大変だ、なんとかしなくちゃ」という思いで組合員と職員は力を合わせ行動しました。多岐に渡った支援の中に、大槌町の仮設住宅でのふ
れあいサロンの取り組みがありました。いわて生協のボランティアの方達が開催している仮設住宅のサロンに、概ね月1回日帰りで参加し、健
康チェック、体操、小物づくりなどを行いました。サロン内では地震の時を思い出すような事は聴かない！話さない！と心がけ、限られた滞在時
間、色々なおしゃべりをしながら楽しく過ごしました。
　2018年にふれあいサロンの取り組みが終了するまで、58回、延べ373人の組合員と職員が参加しました。
　震災の記憶が薄れゆく中で、参加者は自分の目で復興の現状なども見て多くを学ぶことができました。地道に活動をすすめるいわて生協の
活動から学ぶことも多く、生協だからできたお互い様のたすけあい活動は、現在のコロナ禍での支援活動にもつながっていると感じています。

元非常勤常務理事  林 政美

2021年（令3）

● 

コ
ロ
ナ
長
期
化
、進
む
ワ
ク
チ
ン
接
種

● 

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
増
可
決
成
立

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

医
療
生
協
さ
い
た
ま 

合
併 

30 

年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

建設まつり2021

※

※ Health Promoting Hospitals & Health Services



2022
240,903人

組合員数

66億
1,699万円

出資金

常勤理事
大井協同診療所 所長

守谷 能和

20
年
後
の
私
た
ち
の
医
療
活
動
を

引
き
継
い
で
く
れ
る
後
継
者
づ
く
り

　

1
9
9
2
年
の
6
医
療
生
協
合
併
後
の
早
い
時

期
か
ら
医
師
養
成
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
、

1
9
9
4
年
に
全
日
本
民
医
連
で
は
初
め
て
、埼

玉
協
同
病
院
は
当
時
の
厚
生
省
の
臨
床
研
修
指
定

病
院
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に
は
医
師
の
卒
後
臨
床
研
修（
初
期

研
修
）が「
必
修
化
」さ
れ
、研
修
の
場
の
中
心
が
専

門
性
の
高
い
病
気
を
扱
う
大
学
病
院
か
ら
、私
た

ち
の
よ
う
な
患
者
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
処

で
き
る
地
域
の
医
療
機
関
に
移
行
し
て
い
き
ま
し

た
。ま
た
2
0
1
8
年
か
ら
は
日
本
専
門
医
機
構

が
管
轄
す
る
新
専
門
医
制
度（
後
期
研
修
）が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、こ
の
30
年
で
日
本
の
医
師
養
成

制
度
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
医
療
生
協
さ
い
た
ま・
埼
玉
民
医
連
の

医
師
研
修
は
、各
々
が
希
望
す
る
専
門
分
野
の
力

を
つ
け
な
が
ら
も
広
い
視
野
か
ら
医
療
を
実
践
す

る
総
合
的
な
診
療
能
力
を
持
つ
、地
域
医
療
に
必

要
な
医
師
養
成
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。そ
う

い
っ
た
私
た
ち
の
研
修
に
対
す
る
姿
勢
へ
の
評
価
、

高
校
生
1
日
医
師
体
験
や
多
彩
な
医
学
部
奨
学
生

活
動
の
取
り
組
み
の
成
果
、そ
こ
に
日
本
で
最
も
人

看
護
の
継
承
・
発
展

常勤理事
看護分野統括副部長

見川 葉子

口
あ
た
り
医
師
数
が
不
足
し
て
い
る
埼
玉
県
で
医

療
を
し
た
い
と
い
う
医
学
生
の
思
い
が
相
ま
っ
て
、

7
年
連
続
で
採
用
計
画
通
り
の
初
期
研
修
医
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
こ
で

育
っ
た
医
師
た
ち
が
初
期
研
修
後
も
引
き
続
き
活

躍
し
、現
在
の
医
療
生
協
さ
い
た
ま
・
埼
玉
民
医
連

の
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
が
今
後
ま
す
ま
す
高
度
化
・
細
分
化
し
、手

間
と
時
間
と
人
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

中
で
、私
た
ち
の
医
療
活
動
を
引
き
継
い
で
く
れ
る

後
継
者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は
決
し
て
容
易
な

取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、そ
の
道
は

地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
と
は
何
か
、住
民
の
目

線
に
立
っ
た
医
療
と
は
何
か
を
、医
師
だ
け
で
な
く

職
員
・
組
合
員
が
一
致
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
、そ

の
姿
勢
を
高
校
生
・
医
学
生
・
若
い
医
師
た
ち
に
早

い
時
期
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と
、奨
学
生
を
育
て
る

た
め
に
私
た
ち
自
身
が
医
学
生
・
研
修
医
と
と
も

に
学
ん
で
い
く
こ
と
な
く
し
て
は
達
成
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。20
年
後
の
医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
発
展

を
目
指
し
て
、あ
ら
た
め
て
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

　

埼
玉
県
は
、人
口
10
万
人
に
対
す
る
看
護
職
員
数

が
最
も
少
な
い
県
で
す
。看
護
職
員
の
採
用
と
そ
の

後
の
育
成
は
、事
業
の
継
続
発
展
と
、私
た
ち
が
目

指
す
看
護
の
継
承
と
発
展
に
と
っ
て
最
重
要
課
題

で
す
。

　

人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
と
専
門
職
と
し
て
貢

献
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
一
体
の
も
の
で
す
。

医
療
生
協
さ
い
た
ま
で
は
看
護
職
員
の
育
成
は
、

看
護
学
校
卒
業
後
か
ら
管
理
職
ま
で
の
広
範
囲
に

及
び
、育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

育
成
の
柱
は
、地
域
住
民
・
患
者
の
想
い
に
応
え

る
確
実
な
技
術
と
、多
職
種
の
協
力
を
得
て
専
門

力
を
結
集
し
た
最
良
の
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る

た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
能
力
の

育
成
、政
治
・
経
済
な
ど
健
康
に
関
与
す
る
環
境
に

つ
い
て
の
学
習
を
す
す
め
、揺
る
ぎ
な
い
看
護
実
践

が
で
き
る
と
い
う
確
信
と
誇
り
、働
く
覚
悟
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

看
護
職
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
は
、看
護
奨

学
金
制
度
を
整
備
し
、毎
月
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ゼ
ミ
を
開

催
し
、入
職
前
教
育
と
し
て
の
理
念
教
育
や
学
生

同
士
の
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。国
家
試
験

対
策
講
座
に
は
、外
部
講
師
、医
師
・
薬
剤
師
も
含

め
法
人
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。そ
の
成
果
と
し

て
、30
年
前
に
は
1
桁
だ
っ
た
新
卒
採
用
の
入
職
者

数
が
2
0
2
2
年
に
は
45
人
を
超
え
る
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
身
に
着
け
る
べ
き
力
は
、〝
総
合
看
護

力
〞で
す
。人
々
の
健
康
が
育
ま
れ
る
全
て
を
看
護

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
捉
え
、病
院
な
ど
の
施
設
の
中

に
居
て
は
見
え
な
い
、感
じ
取
れ
な
い
看
護
に
つ
い

て
、地
域
に
出
て
、暮
ら
し
や
労
働
の
中
か
ら
見
え

て
く
る
健
康
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
、医
療
生

協
さ
い
た
ま
の
看
護
の
根
本
で
す
。

　

2
0
2
3
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
看
護
の
現
場
で
起

き
て
い
る
事
実
、患
者
や
家
族
、そ
し
て
看
護
師
の

苦
し
み
や
喜
び
を『
続
・
地
域
と
と
も
に
産
み
・
育

み
・
看
と
る
』と
題
し
た
書
籍
に
ま
と
め
、多
く
の

方
々
に
届
け
ま
す
。ま
た
、激
変
す
る
社
会
情
勢
の

中
、私
た
ち
の
活
動
指
針
で
あ
る『
医
療
生
協
さ
い

た
ま
・
埼
玉
民
医
連
看
護
政
策
』を
更
新
し
、私
た

ち
の
歩
み
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

さ
い
わ
い
診
療
所
、ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

移
転
開
設

◎
地
区
ウ
ォ
ー
ク 

18
会
場
1
2
5
5
人

◎
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ク
＆
健
康
フ
ェ
ス
タ　

3
0
0
0
人

1月

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
し
の
木
新
施
設
開
設

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
ス
タ
ー
ト

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
が
や
き
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
ス
タ
ー
ト

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
た
か
し
な

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
ス
タ
ー
ト

3月

6
月
25
日 

第
42
回
通
常
総
代
会

6月2
0
2
2
年

・ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

・核
兵
器
禁
止
条
約
、初
の
締
結
国
会
議
開
催

・エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
死
去

・安
倍
元
首
相
が
撃
た
れ
死
亡

  

反
対
の
声
を
押
し
切
り
国
葬
に

・沖
縄
県
玉
城
知
事
は
沖
縄
防
衛
局
の

  

辺
野
古
新
基
地
建
設
計
画
の
設
計
変
更
申
請
の
不
許
可
を
表
明

・旧
統
一
教
会
な
ど
の
被
害
者
を
救
済
す
る
法
律
成
立

2324

★ 肥田舜太郎先生との思い出
　昭和44年頃だったかと思います。東京から川口市に移り住むことになり、近くに新しい総合病院が出来たことを知りました。医療生協の病
院であることや、民主的な医療を目指していることが書かれた額が壁に掲げられており、何もわからぬまま看護師の資格があるのみで就職を
希望。手術室勤務を求め、十年間でしたが一日も休むことなく働かせていただきました。
　その病院に“世界の肥田”と呼ばれて反核運動その他の活動に旺盛に取り組まれている医師がいることに驚きました。しかも、私が住んでい
た広島でお友達とよくお見舞いに行った陸軍病院に居られたとは･･･
　手術室は外との交流が少ないながら楽しい職場でしたが、立ちっぱなしの業務のため脊柱管狭窄症となり、離職に至りました。
　肥田先生はいつもやさしく接してくださり、被爆者の会の交流会の中でも、私たちに対し、「規則正しい生活をすること、目標をもって生きる
生活、長生きすることは被爆者としての使命である」と繰り返し話されていたことを今も忘れません。

埼玉県原爆被害者協議会 副会長  木内 恭子★ 外国人技能実習生受け入れ
　2019年4月、老人保健施設さんとめでは、医療生協さいたまで初めてベトナムから国立医科薬科大学の看護学部を卒業した介護技能実習
生を2人採用しました。2人が安心して技術を学び、将来誇りをもって母国に「技能移転」できる介護技術を伝えられるよう、現場の指導担当者
は困惑しながらも丁寧に教育しました。その後、毎年2名の受入れを継続しています。2024年度受入れのためのweb面接会では、応募者11
人中11人から第1希望をもらい驚きました。
　今でこそ、アパートも借りられるようになりましたが、初めは「外国人実習生寮」と言うだけで全て断られました。こんな時に組合員の力は絶大で、
組合員の所有する物件で住居を確保。実習生が使う電化製品・日用品なども事業所だよりで呼びかけてほぼ全て寄贈でまかなうことができました。
　実習生の受入れを通じて私たちが学ぶことも多くあります。実習生と私たちの双方にとって貴重な機会であり続けられるような受入れを継
続していきたいと考えています。

老人保健施設さんとめ 事務長  前田 正人
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感染症対応新型コロナウイルス

埼
玉
協
同
病
院
看
護
部
長

小
野
寺  

由
美
子

埼
玉
協
同
病
院

埼
玉
西
協
同
病
院
院
長

関
口  

由
希
公

拠
点
病
院

　

埼
玉
西
協
同
病
院
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
初
期
段

階
か
ら
対
応
を
行
い
、患
者
の
受
療
権
を
守
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て

き
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験
す

る
中
、法
人
内
の
事
業
所
か
ら
医
療
物
資
や
職
員
の
支
援
を
頂
き
、感

染
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、職
員
の
意
思

統
一
を
図
り
、県
か
ら
の
コ
ロ
ナ
病
床
設
置
の
要
請
を
受
け
、入
院
受

け
入
れ
も
行
い
ま
し
た
。職
員
を
信
じ
て
病
院
の
方
針
決
断
を
行
い
、多

職
種
協
働
で
、こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
選
択

が
生
き
て
、隣
接
す
る
老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
め
で
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が

発
生
し
た
時
は
迅
速
に
検
査
を
行
い
、重
症
者
を
入
院
で
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
困
難
を
抱
え
る
医
療
機
関
や
介

護
施
設
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち

は
、感
染
発
生
時
に
医
療
生
協
さ
い
た

ま
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、医
療
と

介
護
が
連
携
し
て
、患
者
・
利
用
者
・
職

員
の
命
と
健
康
を
守
り
ま
し
た
。こ
れ
こ

そ
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
の
強
み
だ
と
思

い
ま
す
。

さ
い
わ
い
診
療
所
所
長

山
田  

歩
美

診
療
所

生
協
歯
科
事
務
長

松
浦  
佳
美

歯
　
科

COVID新型コロナウイルスCOVID新型コロナウイルス−1新型コロナウイルス1新型コロナウイルス9新型コロナウイルス9新型コロナウイルス その1

　

埼
玉
協
同
病
院
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
下
、地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
健
康
を
守
る
こ
と
に
多
職
種
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。県
が
定
め
る
フ
ェ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
陽
性
者
即
応

病
床
の
増
床
、発
熱
外
来
の
開
設
、地
域
住
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、

地
域
の
感
染
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
時
々
の
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
ま

し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
主
に
２
つ
あ
り
ま
す
。

1
つ
め
は
院
内
で
の
自
分
た
ち
の
感
染
対
策
の
徹
底
、感
染
者
発
生

時
の
迅
速
な
初
期
対
応
の
定
着
で
法
人
全
体
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る

こ
と
、2
つ
め
は
法
人
内
の
事
業
所
で
発
生
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
適
切

な
支
援
で
し
た
。感
染
対
策
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
踏
ま
え
つ
つ
、ま
ず
は
混

乱
し
た
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、そ
こ
に
合
わ
せ
た
初
期
対
応
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
が
鍵
で
、対
策
本
部
と
相
談
し
な
が
ら
感
染
管
理

認
定
看
護
師
や
感
染
症
対
応
の
経
験
の

あ
る
看
護
職
員
の
派
遣
を
継
続
し
て
き

ま
し
た
。

　

職
員
に
と
っ
て
地
域
住
民
に
と
っ
て

「
埼
玉
協
同
病
院
に
相
談
す
れ
ば
何
と

か
な
る
！
」と
い
う
拠
り
所
と
し
て
の
役

割
発
揮
と
環
境
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も

病
院
全
体
で
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、歯
科
診
療
所
は
感
染
対

策
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。感
染
が
広
が
る
中
、飛
沫
感
染

リ
ス
ク
が
メ
デ
ィ
ア
等
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、歯
科

受
診
抑
制
が
進
み
、急
を
要
し
な
い
歯
科
治
療
は
控
え
る
よ
う
促
す
報

道
が
多
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
は
ど
う
し
た
ら
自
分
や
患
者
を
守
り
な
が
ら
診
療
継
続
が
出
来

る
の
か
を
検
討
し
、診
療
を
続
け
て
き
ま
し
た
。法
人
の
感
染
対
策
本
部

会
議
に
は
歯
科
も
参
加
し
、感
染
症
を
専
門
と
す
る
医
師
や
看
護
師
と

の
相
談
や
情
報
共
有
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
事
で
、よ
り
一
層
医
科
歯
科

連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
染
対
策
で
は
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
を
吸
引
す
る
口
腔
外
バ
キ
ュ
ー

ム
の
設
置
や
N
95
マ
ス
ク
な
ど
を
常
に
使
用
す
る
な
ど
、職
員
と
患
者
の

安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
歯
科
で
は
患
者
が
マ
ス
ク
を
外
さ
な
く
て

は
診
療
が
出
来
な
い
た
め
、使
用
す
る
機

械
の
患
者
ご
と
の
滅
菌
消
毒
や
処
置
前

後
の
手
指
消
毒
な
ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
1
度
の
ク
ラ

ス
タ
ー
も
発
生
す
る
こ
と
な
く
、1
日
も

診
療
を
休
む
こ
と
な
く
診
療
継
続
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
直
前
、コ
ロ
ナ
第
5
波
の
真

只
中
に
さ
い
わ
い
診
療
所
の
所
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
日
発
熱
外
来
の
電
話
が
鳴
り
止
ま
ず
、さ
ら
に
第
5
波
は
デ
ル
タ

株
が
猛
威
を
奮
い
、発
症
し
て
1
週
間
経
過
し
た
患
者
か
ら
の「
息
が
苦

し
い
」「
咳
が
止
ま
ら
な
い
」「
S
P
O
2
が
90
％
」な
ど
、S
O
S
の
電
話

も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
「
保
健
所
に
電
話
し
て
も
繋
が
ら
な
い
」「
救
急
車
を
呼
ん
で
も
搬
送

先
が
な
い
」と
い
う
状
況
下
で
、在
宅
で
中
等
症
の
患
者
を
複
数
人
抱
え

る
こ
と
自
体
が
困
難
を
極
め
、不
安
な
毎
日
で
し
た
。

　

第
6
、7
波
で
は
在
宅
で
亡
く
な
る
高
齢
の
方
や
、処
置
が
不
十
分
と

な
り
褥
瘡
が
悪
化
す
る
方
、日
常
生
活
動
作
の
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
独

居
が
困
難
に
な
る
方
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

入
院
す
る
と
面
会
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、癌
末
期
で
も
自
宅

で
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
方
か
ら

の
訪
問
診
療
の
依
頼
も
増
え
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て
、職

員
一
人
一
人
が
診
療
所
の
役
割
を
考
え
、

困
難
な
中
で
も
踏
ん
張
っ
て
き
た
毎
日

の
連
続
で
し
た
。

埼玉県から貸与された発熱外来用テント

発熱外来用のコンテナハウス

外来での診察

外来での口腔処置



27

医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
30
年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

28

医
療
生
協
さ
い
た
ま
合
併
30
年
の
歩
み

30th
 A

n
n

iversary

本
部
事
業
部
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

栗
原  

知
亜
紀

介
護
事
業
所

老
人
保
健
施
設
み
ぬ
ま

管
理
看
護
長

高
橋  

恵
子

老
人
保
健
施
設

常
勤
理
事

看
護
分
野
統
括
部
長

け
ん
こ
う
文
化
統
括
部
長

牛
渡  

君
江

対
策
本
部

非
常
勤
常
務
理
事

大
野  

久
美
子

組
合
員
活
動

感染症対応新型コロナウイルスCOVID新型コロナウイルスCOVID新型コロナウイルス−1新型コロナウイルス1新型コロナウイルス9新型コロナウイルス9新型コロナウイルス その2

2
0
2
0
年
の
緊
急
事
態
宣
言
後
、組
合
員
が
参
加
す
る
す
べ
て
の
活
動

が
中
止
に
な
り
広
報
誌「
け
ん
こ
う
と
平
和
」も
5
、6
月
号
が
休
刊
に
な
り

ま
し
た
。前
例
の
な
い
事
態
の
中
、支
部
長
、支
部
運
営
委
員
、理
事
、ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、手
分
け
し
て
、多
く
の
組
合
員
に「
困
っ
て
い
な

い
か
」を
聞
き
取
る
電
話
訪
問
に
と
り
く
み
ま
し
た
。「
電
話
を
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」と
い
う
感
謝
と
と
も
に
多
く
の「
困
っ
た
」の
声
を
聞
き
と
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、支
部
の
会
議
が
行
え
な
い
中
で
、毎
月
の
動
き
は
お
知
ら
せ
に
ま
と

め
、運
営
委
員
に
お
届
け
し
ま
し
た
。自
粛
生
活
が
長
引
き
フ
レ
イ
ル
が
心
配

さ
れ
る
中
で
は
、家
で
の
体
操
や
一
人
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
呼
び
か
け
を

し
て
き
ま
し
た
。職
員
を
感
染
か
ら
守
る
防
護
具
が
不
足
し
た
時
期
に
は
、マ

ス
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
の
防
護
服
な
ど
を
作
成
し
事
業
所
に
寄
贈
し
て
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
活
用
し
、「
感
染
し
な

い
、う
つ
さ
な
い
」を
合
言
葉
に
感
染
対
策

を
守
り
な
が
ら
、少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
る
状

況
に
合
わ
せ
て
、組
合
員
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。会
話
の
距
離
を
と
り
つ
つ
の
訪
問
行

動
、定
員
を
絞
っ
た
催
し
、持
ち
帰
り
の
料

理
教
室
、オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
、ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
屋
外
で
の
活
動
な
ど
な
ど
、様
々
な

工
夫
を
こ
ら
し
て
、頑
張
っ
て
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
3
月
、雪
田
理
事
長
を
本
部
長
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、危
機
管
理
と
し
て
対
策
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
個
人
防
護
具（
マ
ス
ク・
ガ
ウ
ン
等
）不

足
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。対
策
本
部
は
全
事
業
所
の
マ
ス
ク
を
生
協
本
部

に
集
め
、必
要
部
署
へ
重
点
供
給
。他
方
で
組
合
員
の
力
も
借
り
、自
前
で

の
ガ
ウ
ン
の
制
作
に
着
手
し
ま
し
た
。「
困
難
の
最
前
線
に
い
る
職
員
を
守

る
」こ
と
が
最
重
点
課
題
で
し
た
。

　

ま
た
、「
発
熱
」を
理
由
と
し
た
診
療
拒
否
と
い
う「
医
療
崩
壊
」が
社
会

問
題
化
し
、か
つ
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
た

2
0
2
0
年
1
2
月
、医
科
事
業
所
の
埼
玉
県
指
定
診
療
・
検
査
医
療
機

関
へ
の
登
録
を
提
案
。感
染
の
危
険
性
を
受
け
止
め
つ
つ
受
療
権
を
守
る

体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、2
0
2
2
年
春
か
ら
夏
に
か
け
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
猛
威
で
、少

な
く
な
い
事
業
所
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
。医
療
介
護
現
場
に
他
事
業
所
職
員
が

入
り
全
面
的
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

数
年
に
及
ぶ
感
染
対
策
は
、職
員
の
強

い
使
命
感
や
倫
理
観
に
依
拠
し
進
め
ら

れ
ま
し
た
。組
織
も
職
員
も
自
ら
変
化
す

る
こ
と
で
未
来
を
拓
い
て
き
た
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

埼
玉
県
は
、県
内
16
ヵ
所
の
民
間
ホ
テ
ル
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
宿
泊
療
養
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。第
5
波
よ
り
容
態

が
悪
化
し
酸
素
投
与
や
緊
急
入
院
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
増
加
し
ま
し
た
。県
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

協
会
か
ら
宿
泊
療
養
施
設
へ
の
看
護
師
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、熊
谷
地

域
と
三
郷
地
域
に
看
護
師
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
1
4
0
名
ほ
ど
の
療
養
者
や
医
師
へ
の
対
応
、

H
E
R-

S
Y
S
入
力
な
ど
業
務
は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。時
に
は
罹
患

に
よ
り
精
神
的
に
不
安
定
と
な
っ
た
療
養
者
に
寄
り
添
い
ケ
ア
を
す
る

な
ど
、支
援
に
入
る
看
護
師
に
心
身
と
も
に
大
き
な
負
荷
が
か
か
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、7
波
で
は
法
人
内
2
つ
の
老
人
保
健
施
設
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
複
数
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。ど
の
事
業
所
も

職
員
体
制
が
厳
し
い
中
で
し
た
が
、医
療

生
協
さ
い
た
ま
全
体
で
の
支
援
の
手
は

止
ま
る
こ
と
な
く
、困
難
に
陥
っ
た
事
業

所
を
支
え
続
け
、事
業
を
継
続
し
な
が

ら
収
束
に
向
か
っ
て
対
応
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、日
常
的
な
感
染
対
策
は
し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
、2
2
年
８
月
に
流
行
し
た
Ｂ
Ａ-

５
株
の
感
染
力
の
す
さ
ま

じ
さ
の
前
に
、最
終
的
に
利
用
者
と
、職
員
の
多
数
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
体
制
が
厳
し
く
な
り
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
全
体
で
の
支
援
が
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。嬉
し
か
っ
た
の
は
、他
事
業
所
も
コ
ロ
ナ
対
応
で
困
難
を

極
め
て
い
る
中
、快
く
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、励
ま
し
の
寄
せ
書

き
を
い
た
だ
き
、職
員
一
同
の
頑
張
る
気
力
の
元
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

感
染
症
の
事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）を
作
成
し
て
い
た
た
め
、相
談
員
は

す
ぐ
に
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
に
電
話
連
絡
、リ
ハ
ビ
リ
科
は
感
染
防
護
具
確
保
と

各
業
者
へ
の
手
配
、食
養
科
は
水
分
補
給
の
た
め
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
手
配
な

ど
、各
部
門
が
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、職
員
も
疲
弊
し
き
る
こ
と

な
く
、お
よ
そ
１
か
月
強
で
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

感
染
防
止
の
た
め
利
用
者
や
そ
の
家
族

は
面
会
や
外
出
す
る
機
会
も
減
っ
て
い
き

ま
し
た
。感
染
防
止
対
策
を
た
て
な
が
ら
、

夏
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
行
事
を
少
し
ず

つ
再
開
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
で
は
、

家
族
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
利
用
者
に

も
笑
顔
が
見
ら
れ
、職
員
も
和
ま
さ
れ
ま
し

た
。

個人用防護具を着用しての学習会

入所者のオンライン面会

組合員活動支援ツール

支部による使い捨てガウンの製作



数
字
で
見
る

　
成
長
の
軌
跡

1992年4月
創刊号

2023年1月号

2930

120,596人

240,903人 （12月現在）

25億4,400万円

97億1,070万円

65億6,513万円 （12月現在）

50,406部 122,327部

1992年

1992年

2022年

1992年

合計

2022年

239億4,660万円
2021年

1992年 2022年 158カ所 105カ所

12事業所 35事業所
1992年 2022年

111カ所 156カ所
1992年 2022年

1992年度

1993年度

1994年度

1995年度

1996年度

1997年度

1998年度

1999年度

2000年度

2001年度

2002年度

2003年度

2004年度

2005年度

2006年度

2007年度

2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

2012年度

2013年度

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

97億1070万円

103億8822万円

107億1123万円

110億6996万円

120億8245万円

126億5657万円

132億3868万円

141億5444万円

153億7470万円

168億7238万円

170億  782万円

174億7477万円

175億7507万円

175億8205万円

169億7632万円

168億6445万円

168億7407万円

178億  632万円

189億1955万円

190億9034万円

191億2390万円

196億  129万円

199億7009万円

206億8260万円

208億2711万円

215億  283万円

225億6609万円

232億6208万円

229億5834万円

239億4660万円

0　　　　  　　　　 100億円　　　 　　　　　 　　150億円　　   　　　　　  　　200億円

組合員数

出資金総額の推移

事業所数支部数

2つのひろば（2021年）

医療事業高・介護事業高・その他

機関紙「けんこうと平和」手配り配布数

健康ひろば 安心ルーム

94億9442万円

   101億7760万円

　　105億2563万円

　　　  109億303万円

　　　　　   118億7686万円

　　　　　　　 124億3070万円

　　　　　　　　    131億5457万円

　　　　　　　　  　　    140億5948万円

　　　　　　　　　       137億5543万円

　　　　　　　　　　　        144億9129万円

　　　　　　　　　　       140億6860万円

　　　　　　　　　　　     142億5767万円

　　　　　　　　　　       141億4624万円

　　　　　　　　　　       141億3010万円

　　　　　　　  　      135億9303万円

　　　　　　  　　      135億1408万円

　　　　　　 　　　   134億3242万円

　　　　　　　　　　       141億2290万円

　　　　　　　　　　　　　       151億2060万円

　　　　　　　　　　　　　        152億7157万円

　　　　　　　　　　　　　       151億5709万円

　　　　　　　　　　　　　　       155億3987万円

　　　　　　　　　　　　　　        157億9349万円

　　　　　　　　　　　　　　　　         163億9532万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　         164億184万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　        166億6670万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         174億9047万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             179億9602万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          175億7485万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              183億5507万円

2億1628万円

　   2億1062万円

　  　 1億8560万円

　　　   1億6692万円

　　　　　　   2億558万円

　　　　　　　　  2億2586万円

　　　　　　　　   　 8411万円

　　　　　　　　 　　　　  9495万円

　　　　　　　　 　 　　　　15億4313万円　 7613万円

　　　　　　　　　　　  　　  23億619万円　  7489万円

　　　　　　　　　　  　　  28億7179万円　　6743万円

　　　　　　　　　　　　　　31億5272万円　 　6438万円

　　　　　　　　　　　　　　33億5978万円　    6904万円

　　　　　　　　　　　　　　33億8215万円　    6978万円

　　　　　　　　　  　　  33億1360万円　    6968万円

　　　　　　　　　  　　　　　32億8446万円　   6590万円

　　　　　　　　　 　　  33億9285万円　   4879万円

　　　　　　　　　　　 　　　36億2692万円　　  5650万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 37億3160万円　　   6733万円

　　　　　　　　　　　　　　 　　　 37億5261万円　　    6616万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 39億96万円            6584万円

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 39億9658万円     6483万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  41億1398万円　　　　6261万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　42億2381万円　　    　6345万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  43億6594万円　　  　 5932万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　47億7864万円     5748万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 50億1672万円 　　  　5890万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　52億1019万円  5586万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  53億4801万円　　　　　 3546万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　55億6892万円 　　 2260万円

医療事業高

介護事業高

その他

医療生協さいたまは
地域とともに、

大きく成長しました

合
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 （12月現在）  （12月現在）

 （12月現在）



さいたま市さいたま市

羽生市羽生市

鴻巣市鴻巣市

行田市行田市

東松山市東松山市
吉見町吉見町

坂戸市坂戸市

鶴ヶ島市鶴ヶ島市

日高市日高市

加須市加須市

久喜市久喜市 幸手市幸手市

白岡市白岡市北本市北本市

桶川市桶川市
川島町川島町

川越市川越市

ふじみ野市ふじみ野市

富士見市富士見市狭山市狭山市

入間市入間市

所沢市所沢市

三芳町三芳町 志木市志木市

朝霞市朝霞市

新座市新座市 和光市和光市

戸田市戸田市
蕨市蕨市 川口市川口市

越谷市越谷市

草加市草加市
八潮市八潮市

三郷市三郷市

吉川市吉川市

松伏町松伏町
春日部市春日部市上尾市上尾市

蓮田市蓮田市伊奈町伊奈町
宮代町宮代町
杉戸町杉戸町

上里町上里町

神川町神川町

小鹿野町小鹿野町

秩父市秩父市

横瀬町横瀬町

皆野町皆野町

長瀞町長瀞町

本庄市本庄市 深谷市深谷市

美里町美里町

寄居町寄居町

小川町小川町
東秩父村東秩父村

ときがわ町ときがわ町

越生町越生町

飯能市飯能市
毛呂山町毛呂山町

熊谷市熊谷市

滑川町滑川町

嵐山町嵐山町

鳩山町鳩山町
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朝霞
志木
和光
新座

東富士見
西富士見
大井中央

川
越
比
企
地
区

地区 支部名
2,882
796
302

1,421
1,285
1,047
1,049

大井北
大井東
上福岡南
上福岡中央
かすみ・西
ふくおか
三芳

865
1,311
544
614
432
733

1,003
川越高階
川越東
川越初雁
坂戸鶴ヶ島
東松山
比企

1,433
998
868
481
912
987

組合員数

南
西
部
地
区

A
ブ
ロ
ッ
ク

大宮西
大宮南
大宮中央
宮原
浦和西
五泉
土合

B
ブ
ロ
ッ
ク

C
ブ
ロ
ッ
ク

県
央
地
区

尾間木北
尾間木
大牧
美園
みむろ
松芝
岩槻西
岩槻東
大宮東
大宮北
浦和南
浦和南東
大谷口
南風
北浦和
針ヶ谷領家
赤山街道
大原
浦和東
ときわ
浦和西南
与野
吹上

鴻巣・川里
上尾東
上尾西
桶川
北本
伊奈

地区 支部名
2,904
1,980
1,090
1,102
1,360
774
496

2,081
2,995
3,032
2,444
940

1,718
1,341
1,079
1,231
689

1,133
1,362
2,315
823
568
986

1,203
840

1,821
1,970
1,825
1,790
1,394
1,696
906

1,248
625
447
287

組合員数

さ
い
た
ま
地
区

地
域
に
見
え
て
役
立
つ

医
療
生
協
を
め
ざ
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
区
制
で

中新井第1
中新井第2
西富岡
新所沢東
東富岡
松井

1,329
2,161
1,047
1,644
2,561
2,009

安松柳瀬 2,214

A
ブ
ロ
ッ
ク

所沢第一
所沢第二
所沢第三
吾妻

山口荒幡
小手指

758
1,240
844

1,127
1,500
1,375

三ヶ島 846
新所沢
飯能日高
入間市

1,599
1,160
875

狭山市 1,480

B
ブ
ロ
ッ
ク

行田東
南河原
見沼
星河
西北
加須
利根

地区 支部名
1,401
520

1,323
1,357
881
806

1,035
行田中央
行田西
行田南

1,947
2,092
798

組合員数

事
業
所
群

利
根
北
地
区

江南
大里
上之
熊谷西
かごはら南
荒川北
中条

899
823

2,485
1,263
650

1,307
846

妻沼
富士見
熊谷南

2,456
2,987
1,944

佐谷田久下
大幡奈良

1,913
1,639

深谷東
深谷西

寄居・花園・川本

1,253
877

1,292
上里本庄
児玉

749
321

北
部
地
区

A
ブ
ロ
ッ
ク

南
中央第一
花の木

影森・浦山・久那
はらや
高篠

大田・尾田蒔

775
756

1,107
988

1,510
813

1,015
中央西
皆野
長瀞

1,019
952
649

西秩父
荒川大滝

1,266
798

横瀬 1,031

秩
父
地
区

B
ブ
ロ
ッ
ク

西
部
地
区

事
業
所
群

事
業
所
群

県西地域ネットワーク

県南地域ネットワーク

利根南地区

東部地区

秩父地区

南部地区（A・B・C・Dブロック）

さいたま地区（A・B・Cブロック）

・熊谷生協病院
・秩父生協病院
・行田協立診療所
・熊谷生協ケアセンター
・生協ちちぶケアステーション
・ケアセンターさきたま
・生協介護センターこだま
・深谷生協訪問看護ステーション

地
域
・
地
区
・
支
部
と
事
業
所
群

県
西
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

県
中
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

県
北
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・埼玉西協同病院
・大井協同診療所
・所沢診療所
・あさか虹の歯科
・老人保健施設さんとめ
・さんとめホーム
・介護付有料老人ホーム桂の樹
・ケアセンターとこしん
・ふじみ野ケアセンター
・ケアセンターはんのう
・ケアセンターたかしな

・浦和民主診療所
・おおみや診療所
・生協歯科
・ケアステーションうらしん
・おおみやケアセンター
・ケアセンターかもがわ

北部地区（A・Bブロック）

南西部地区

利根北地区

県央地区

県中地域ネットワーク

西部地区（A・Bブロック）

川越比企地区

県中
地域

※組合員数は2022年11月現在のものです。

木曽呂･東内野
神根東
道合・神戸
根岸

源左衛門
芝北
柳崎

地区 支部名
3,388
2,678
2,265
3,063
779

2,094
2,696

芝南
芝西
伊刈・芝

1,602
2,321
3,064

差間
戸塚中央
戸塚南
東川口

2,382
4,236
3,546
2,029

安行
安行慈林
新郷

3,240
1,341
2,833

組合員数

南
部
地
区

東
部
地
区

鳩ヶ谷中央
鳩ヶ谷桜町
鳩ヶ谷里
鳩ヶ谷辻
鳩ヶ谷南
前川
中青木

1,464
1,101
1,306
880

1,593
2,965
1,770

青木
上青木
西並

1,290
2,637
2,217

南平
幸・栄・本

2,601
1,447

A
ブ
ロ
ッ
ク

B
ブ
ロ
ッ
ク

西川口１
西川口２
西川口３
戸田東

1,643
1,483
2,215
744

戸田西
蕨西
蕨塚越

1,025
1,247
626

D
ブ
ロ
ッ
ク

C
ブ
ロ
ッ
ク

草加
八潮
三郷
吉川
越谷
松伏
庄和

3,206
339
407
540

2,761
214
596

春日部中央
春日部北
春日部東

2,305
1,596
1,517

春日部南 1,419

利
根
南
地
区

宮代
杉戸
幸手
蓮田
白岡
久喜
鷲宮

455
423
303
561
517
502
360

栗橋 284

事
業
所
群

・埼玉協同病院
・川口診療所
・さいわい診療所
・かすかべ生協診療所
・老人保健施設みぬま
・ケアセンターきょうどう
・ケアセンターかがやき
・ケアステーションかしの木
・ケアセンターすこやか
・ケアセンターひだまり

県
南
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

県北地域ネットワーク

県南
地域

県西
地域

県北
地域



さいたま市さいたま市

羽生市羽生市

鴻巣市鴻巣市

行田市行田市

東松山市東松山市

吉見町吉見町

坂戸市坂戸市

鶴ヶ島市鶴ヶ島市

日高市日高市

加須市加須市

久喜市久喜市 幸手市幸手市

白岡市白岡市北本市北本市

桶川市桶川市
川島町川島町

川越市川越市

ふじみ野市ふじみ野市

富士見市富士見市狭山市狭山市

入間市入間市

所沢市所沢市

三芳町三芳町 志木市志木市

朝霞市朝霞市

新座市新座市 和光市和光市

戸田市戸田市
蕨市蕨市 川口市川口市

越谷市越谷市

草加市草加市
八潮市八潮市

三郷市三郷市

吉川市吉川市

松伏町松伏町
春日部市春日部市上尾市上尾市

蓮田市蓮田市伊奈町伊奈町 宮代町宮代町

杉戸町杉戸町

上里町上里町

神川町神川町

小鹿野町小鹿野町

秩父市秩父市

横瀬町横瀬町

皆野町皆野町

長瀞町長瀞町

本庄市本庄市 深谷市深谷市

美里町美里町

寄居町寄居町

小川町小川町
東秩父村東秩父村

ときがわ町ときがわ町

越生町越生町

飯能市飯能市

毛呂山町毛呂山町

熊谷市熊谷市

滑川町滑川町

嵐山町嵐山町

鳩山町鳩山町

1

5

9

27

11

12

13

14

15

19

29

31

30

20

25
28

26
10

33

34

22

23

35

24

32

21

17

16
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7

8
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3

4
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1 埼玉協同病院

399床（HCU4床・緩和ケア病床24床・回
復期リハビリテーション病床50床含む）病床数105床（一般病床10床・地域包括

ケア病床40床・療養病床55床）病床数

4 熊谷生協病院

5 さいわい診療所

6 川口診療所

7 浦和民主診療所

8 おおみや診療所

12 行田協立診療所

13 生協歯科

14 あさか虹の歯科

15 老人保健施設みぬま

19 ケアステーションうらしん

20 ケアセンターきょうどう

22 ケアセンターさきたま

30 ケアセンターひだまり

31 生協介護センターこだま

32 ケアセンターはんのう

33 ケアセンターたかしな

34 おおみやケアセンター

35 深谷生協訪問看護ステーション

27 ふじみ野ケアセンター

28 ケアセンターすこやか

29 ケアセンターかもがわ

9 かすかべ生協診療所

10 大井協同診療所

11 所沢診療所

3 秩父生協病院

25 ケアセンターかがやき

18 さんとめホーム

熊谷生協ケアセンター23

NETWORK医療生協さいたまの
安心ネットワーク

訪問看護深谷市

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援

入所・短期入所・通所リ
ハビリ・訪問リハビリ

さいたま市

川越市

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援

飯能市

訪問介護・居宅介護支援上里町

訪問介護、居宅介護支援川口市

訪問介護・居宅介護支援・定
期巡回・地域包括支援セン
ター

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援

春日部市
通所介護・訪問看護・訪問介
護・居宅介護支援・定期巡回

さいたま市

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援・定期巡回

川口市

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援

上尾市

看護小規模多機能・訪問看
護・訪問介護・居宅介護支援

ふじみ野市

看護小規模多機能・訪問看
護・訪問介護・居宅介護支援・
定期巡回

川口市

小規模多機能・訪問看護・訪
問介護・居宅介護支援・定期
巡回

秩父市

川口市

75床（回復期リハビリテーション
病床40床、療養病床35床）病床数

秩父市

入所定員

川口市

熊谷市

川口市

川口市

さいたま市

さいたま市

春日部市

ふじみ野市

所沢市

行田市

さいたま市

朝霞市

140名

入所・短期入所・通所リハビ
リ・訪問リハビリ・障がい児
ショートステイ

グループホーム・小規模多機能・居宅介護支
援・地域包括支援センター

入所定員

所沢市

100名

16 老人保健施設さんとめ

所沢市

17 介護付有料老人ホーム 桂の樹

所沢市

グループホーム・看護小規模多機能・訪問看
護・訪問介護・居宅介護支援・定期巡回・地域
包括支援センター

訪問看護・訪問介護・居宅介
護支援・定期巡回

所沢市

21 ケアセンターとこしん

小規模多機能・訪問看護、訪問
介護・居宅介護支援・定期巡
回・地域包括支援センター

行田市

小規模多機能・訪問看護・訪
問介護・居宅介護支援・定期
巡回

熊谷市

26 ケアステーションかしの木
草加市

24 生協ちちぶケアステーション

2 埼玉西協同病院

99床（一般病床50床、地域包括ケ
ア病床49床）病床数

所沢市
歯科
併設

歯科
併設

入居
30室

（2023年6月 リニューアルオープン予定）
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お祝いメッセージ
合併30周年
医療生協さいたま

message

事
業
活
動
と
運
動
で

　
　
益
々
の
ご
発
展
を

保
健
・
医
療
・
介
護
の
事
業
と
運
動
を
通
し
て
、平
和
と
暮
ら
し

を
守
り
、健
康
で
笑
顔
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
と
い
う
理
念
の

下
、「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
」が
、雪
田
理
事
長
を
先
頭
に
、県
内
39

か
所
の
医
療
・
介
護
施
設
で
働
く
職
員
、全
県
156
支
部
24
万
人
の
組

合
員
の
皆
様
が
力
を
合
わ
せ
て
、多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ
な
が
ら

30
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
ど
も
の
設
立
理
念
と
相
通
ず
る
皆
さ
ん
と
は
、い
つ
も
ご
一
緒

に
運
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。国
保
の
資
格
証
発
行
抑
制

や
、18
歳
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
全
国
的
に
も
進
ん
だ
成

果
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
の
は「
医
療
生
協
さ
い
た
ま
」の
皆
さ
ん
と

の
協
力
協
同
の
成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

岸
田
政
権
の「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。30
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、平
和
と
暮
ら
し
、医
療
を
守
る

正
念
場
と
な
り
ま
す
。皆
さ
ん
と
の
協
力
協
同
の
関
係
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
最
後
に
お
願
い
し
て
、お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
生
協
さ
い
た
ま

　
合
併
３０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

気
候
変
動
や
ウ
イ
ル
ス
、地
震
な
ど
の
大
災
害
と
い
っ
た
科
学
に

関
わ
る
課
題
に
社
会
が
左
右
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。そ
し

て
、競
争
と
分
断
を
あ
お
っ
て
き
た
新
自
由
主
義
が
生
き
づ
ら
い
社

会
を
作
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
脅
か
す
時
代
で
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、一
部
の
人
の
欲
望
だ
け
が
綴
ら
れ
た
憲
法
改
正
草
案

が
出
さ
れ
、民
意
の
６０
％
が
反
対
し
た
国
葬
が
断
行
さ
れ
ま
し
た
。

民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。

　

世
界
で
は
こ
う
し
た
強
権
的
な
政
策
に
対
し
異
論
を
唱
え
る
若

者
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。米
、英
、仏
そ
し

て
日
本
で
も
世
界
を
変
え
て
行
こ
う
と
す
るnew

 generation

の
う
ね
り
が
起
こ
り
始
め
て
い
ま
す
。大
き
な
自
由
と
平
和
を
求
め

る
運
動
が
や
が
て
我
々
が
目
指
す
医
療
と
結
び
つ
き
共
鳴
し
合
う

と
信
じ
て
い
ま
す
。

地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
共
に
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

埼玉県民主医療機関連合会
会長

宮岡 啓介

合
併
３０
周
年
を
祝
し
て

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組
合
が
合
併
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
、県
内
の
生
協
の
仲
間
と
と
も
に
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
は
、こ
の
30
年
で
組
合
数
24
万
人
・
事
業
高

2
4
0
億
円
と
大
き
く
飛
躍
し
、組
合
員
参
加
で
地
域
の
安
心
づ

く
り
と
健
康
づ
く
り
を
進
め
、医
療
・
福
祉
事
業
で
く
ら
し
を
支
え

る「
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
県
内
に
広
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
地

域
の
困
っ
た
」に
目
を
向
け
、社
会
的
弱
者
の
支
援
に
積
極
的
に
行

動
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
、深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
中
で
、安
心
し

て
く
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
と
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、助
け
合
い
の
組
織
で
あ
る
生
協
の

役
割
発
揮
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
と
つ
な
が
り
、地
域

と
く
ら
し
に
と
っ
て
、な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
ま
す
ま
す

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

埼玉県生活協同組合連合会
代表理事　会長理事

吉川 尚彦

埼玉県社会保障推進協議会
会長

柴田 泰彦

医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組
合

合
併
30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

合
併
30
周
年
に
あ
た
り
、全
国
の
医
療
福
祉
生
協
を
代
表
し
て

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1
9
9
0
年
代
、医
療
に
市
場
原
理
を
導
入
す
る
政
策
が
打
ち

出
さ
れ
る
中
、県
内
6
つ
の
医
療
生
協
が
結
束
し
て
、医
療
構
造
の

転
換
期
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
1
9
9
2
年
に
合
併
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
来
30
年
間
、貴
生
協
は「
平
和
と
く
ら
し
を
守
り
、健
康
で
笑

顔
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」と
の
基
本
理
念
の
も
と
、地
域
組
合

員
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る
と
り
く
み
に
邁
進
さ
れ
、今
日
で
は
、

全
国
の
医
療
福
祉
生
協
か
ら
目
標
と
さ
れ
る
ま
で
の
存
在
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、貴
生
協
と
と
も
に
手
を
携
え
て「
健
康
を
つ
く
る
。

平
和
を
つ
く
る
。い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」こ
と
に
と
も
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

貴
生
協
の
更
な
る
ご
発
展
と
、組
合
員
、役
職
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
し
、お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

日本医療福祉生活協同組合連合会
代表理事　会長理事

髙橋 淳

「
進
取
の
気
風
」で

　
駆
け
抜
け
た
30
年

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
６
単
協
合
併
後
の
30
年
、貴
生

協
の
躍
進
ぶ
り
は
ま
さ
に「
進
取
の
気
風
」と
形
容
す
る
に
相

応
し
い
と
思
い
ま
す
。当
初
は「
進
取
」過
ぎ
て「
異
端
」と
み
ら

れ
た
程
で
し
た
。組
合
員
に
よ
る
医
学
生
訪
問
で
全
国
を
驚
か

せ
た
か
と
思
え
ば
、全
県
の
力
の
結
集
で
埼
玉
協
同
病
院
の
臨

床
研
修
病
院
指
定
を
取
り
、民
医
連
医
師
研
修
の
在
り
方
に
一

石
を
投
じ
ま
し
た
。連
続
し
て
、病
院
機
能
評
価
の
受
審
、Ｉ
Ｓ

Ｏ
認
証
の
取
得
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
試
行
へ
の
参
加
を
実
現
し
、休
む
こ
と

な
く
、ク
リ
ニ
カ
ル
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
運
用
や
倫
理
委
員
会

活
動
の
深
化
、「
マ
イ
か
る
て
」の
実
践
な
ど
、先
を
見
据
え
た
課

題
に
挑
戦
し
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
根
底
に
流
れ
る「
質

向
上
」の
信
念
が
、現
在
の
貴
生
協
の
発
展
を
支
え
て
い
る
強
さ

だ
と
感
じ
ま
す
。飛
躍
の
原
動
力
と
な
っ
た
全
て
の
組
合
員
、職

員
の
方
々
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
、今
後
も
全
国
の
民
医
連

事
業
所
を
牽
引
し
続
け
る
よ
う
な
奮
闘
を
お
願
い
し
、お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

全日本民主医療機関連合会
会長

増田 剛
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療
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実行委員長 ／ 丸山　久美子
副実行委員長 ／ 守谷　能和 、 牛渡　君江

石井　里実
石井　未帆
市川　大輔
伊藤　剛
岩田　祐子
岩月　民子
宇田川　麗
江田　直美
太田　利史
大野　久美子
岸本　治憲
北原　弘治
木村　さなえ

工藤　昇一
熊倉　正明
小暮　里美
小島　剛
小林　曜子
佐藤　智美
柴田　大介
清水　良浩
鈴木　遼介
高橋　順子
鶴我　恵実
永友　亜弥
中西　佳余

野村　健二
長谷川　哲也
原田　清一郎
檜山　陽子
平嶋　悟
松浦　佳美
松嶋　要
見川　葉子
村崎　郁子
山田　茂

＜ 実行委員 ＞

医療生協さいたま
30周年事業 実行委員

30周年事業
医療生協さいたま

SDGs17項目に関連する身近な取り組みや自身の行動、
未来に向けた発信など、自由な発想でSDGsを意識する
きっかけとなるような写真を募集しました。

埼玉県・埼玉県教育委員会・埼玉県社会福祉協議会

SDGsフォトアワード in 埼玉
埼玉の地から持続可能な社会を発信する

SDGsSDGs

２

CharityCharity

1

後 援

30周年記念式典
地域とともに30年～ありがとう健康・つながる笑顔 ∞（無限大） ～

CeremonyCeremony

3

　
1
9
9
2
年
4
月
、当
時
活
動
し
て
い
た
6
生
協
が
力
を
結
集
し
て
合
併
し
、埼
玉

県
全
域
に
活
動
を
広
げ
て
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
間
は
、超
高
齢
社
会
で
の
く
ら
し
を
見
据
え
た
医
療
生
協
さ
い
た
ま
の

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
進
め
な
が
ら
、2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
で
起
こ
っ
た
く
ら
し
の
困
難
か
ら
全
世
代
に
視
野
を
広
げ
、地

域
の
医
療
、福
祉
、く
ら
し
を
守
ろ
う
と
職
員
も
組
合
員
も
力
を
合
わ
せ
努
力
し
て

き
ま
し
た
。地
域
の
共
感
も
広
が
り
、組
織
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

30
周
年
事
業
の
目
標
は「
30
周
年
の
到
達
点
の
確
認
と
次
世
代
へ
の
継
承
」「
事
業

と
運
動
の
組
織
外
へ
の
発
信
、地
域
社
会
へ
の
感
謝
」「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
か
し
た
つ

な
が
り
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
運
動
」と
し
、こ
の
記
念
誌
は
2
0
1
2

年
に
作
成
さ
れ
た
合
併
2
0
周
年
記
念
誌
を
引
き
継
ぎ
、以
降
の
10
年
間
の
出
来
事

を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

30
周
年
事
業
も
、医
療
生
協
さ
い
た
ま
に
つ
な
が
る
人
を
ふ
や
し
た
い
、健
康
づ
く

り
で
つ
な
が
ろ
う
と
様
々
な
内
容
を
地
域
へ
発
信
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

し
た
事
業
と
活
動
で
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
決
意
で
す
。

30
周
年
記
念
誌

30周年事業
実行委員長
丸山 久美子

2023年2月5日（日）　13：30～日 時

大宮ソニックシティ小ホール 他場 所

◆ ナターシャ・グジー演奏会
◆ 理事長挨拶
◆「SDGs フォトアワード in 埼玉」表彰
◆「WFPウォーク・ザ・ワールド in 埼玉」報告 他

内 容

WFPウォーク・ザ・ワールド in 埼玉
届けよう！ 子どもたちに、栄養と希望を

3つのチャリティーウォーク
SDGsトレジャーハントウォーク
&健康フェスタ

地域とつながる・
世界がつながる 
あなたのまち
ウォーク

埼玉県・埼玉県社会福祉協議会・
埼玉県生活協同組合連合会・さいたま市・
さいたま市教育委員会

後 援

2022年11月27日（日）日 時

大宮第二公園場 所

埼玉まるごと
ヘルスチャレンジ2022

埼玉県・埼玉県社会福祉協議会・
川口市・熊谷市・さいたま市・秩父市・所沢市

後 援

2022年9月1日（木）～11月30日（水）期 間

WFPチャリティウォークコース
1,257人が参加

県内18ヶ所
1,255人が参加

1,237,000円
チャリティウォーク募金額

3,086人
が参加

守ろう地球！
歩いて地球一周

地球
約4.4周分
達成

あ
と
が
き

574人が参加

約3,000人が参加

（五十音順・敬称略）

医療生協さいたまは30周年のイベントとして、3つのチャ
リティーウォークを開催し、参加費の一部を国連WFP
（WFP国連世界食糧計画）に寄付しました。

埼玉県・埼玉県社会福祉協議会・さいたま市後 援

1,682人が投稿

出典：国連WFPパンフレット




